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Ө৔ॴ：マレーγΞ�ランΧ΢イౡ�4BOEZ�4kVMMT�#FBDIࡱ
ӨऀΑΓ：「東ೆΞδΞ初のδΦύーク」そのフレーζにऒかれ，όックύックでマレーγΞのランΧ΢イౡに行っࡱ
てきました．ւ؛を少し歩くと৭઱やかな露頭が現れ，ฏ行葉理や斜ަ葉理といったଯੵ構造が୎ӽした࠭岩を観察で
きました．5.5ԯ年前というݹさにڻきです．ここランΧ΢イౡではౡ全体がδΦύークとして観ޫ地化されています．
貴重な地質を観ޫݯࢿとしている成ޭྫとして，参考にす΂きັ力ある৔所だと思います．
৹査ҕһ௕ߨධ：どこの地層だろうと解આをಡんだらマレーγΞ，ランΧ΢イౡの5.5ԯ年前の地層でした．ϗーϜϖ
ーδを見るとۤݎしさはなく，地層とδャングルが広がるδΦフΥレストύークで，行きたくなるようなリκートでし
た．1ຕのࣸ真から思いが広がります．
地質ղઆ：ΞδΞ大཮は中生୅から৽生୅にかけて，微小大཮մ（マイクロ大཮）がू߹িಥしてできたといわれてい
ます．このࣸ真がࡱӨされた-BOHkBXJ（ランΧ΢ィౡ）は，東ೆΞδΞを形成する微小大཮մのͻとつ4)A/�T)A*
にଐし，CJmmFSJB（キンメリΞ大཮）の一部でした．4)A/�T)A*はΧンϒリΞلにはΰンドϫφ大཮の周ลに位置
し，ೆҢ30 前˃後にあったと推定されています．本露頭の࠭岩ట岩ޓ層は，デルタଯੵ物とみなされています．（参考จ

CIBSVTJSJ�FU�BM.�2002；ݙ�+.�(FPM.�4PD.�TIBJMBOE
�1
一࿠：/10法ਓ地学Φリンピック日本ҕ員会）݈ాٱ�1�20）（

දࢴ঺հ
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一般社団法人日本地質学会
���� ೥౓୅ٞ員͓Αͼ໾員選ڍʹ͍ͭͯ

　一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会定׺ならびにબنڍଇ・બڍ細ଇに基づき，୅議員および໾員（理事）બڍを実施いた
します．બڍ実施の要点について以下に記します．また，બنڍଇ౳もܝ載しましたのでご֬ೝください．
　なお，会長（法ਓの୅ද）並びに෭会長は，法ਓ法に基づき୅議員（ࣾ員）の中からબ出された理事によって構成
される理事会において，理事の中からબ出します．ただし，理事会からのҕୗにより，౰બ؅ڍ理ҕ員会がਖ਼・෭会
長への立ީิのҙ思のある方について，୅議員બڍとซせて会員のҙ向調査を実施いたします．このことについては，
理事会からのҊ内（ผ記：୅議員બڍにかかわる，ਖ਼・෭会長ީิ者のҙ向調査について）をごཡください．

１．�今回，બ؅ڍ理ҕ員会が実施するબڍは，ਖ਼会員の直接બڍによる୅議員のબ出と，その୅議員のޓબによる理
事のબڍです．今回は؂事のબڍはありません．

２．�立ީิのಧ出から౤ථまで，ݪଇとして全てΦンラインબڍγステϜにておこないます．
̏．�୅議員બڍのબڍਓおよびඃબڍਓは，一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会のਖ਼会員（全個ਓ会員）にݶります．ਖ਼会員

には１ਓ１個のબݖڍがあります．
̐．�୅議員および理事のબڍは２年ごとに実施し，全୅議員および理事をબ出（վબ）します．
５．�୅議員および理事の೚ظは２年，今回બ出される方は 202� 年౓૯会でબ೚され，2028 年౓の૯会までが೚ظと

なります．
̒．�୅議員のબڍには全۠ࠃと地方支部۠があります．地方支部۠については，֤ࣗの所ଐしている支部۠について

のみ立ީิならびに౤ථのݖརがあります．全۠ࠃ・地方支部۠とも立ީิ者数が定員を௒えない৔߹はແ౤ථ
౰બといたします．

̓．�地方支部۠બ出理事は，地方支部۠ごとのબڍによって౰֘支部۠બ出の୅議員౰બ者から 1 名બ出します．
ৄ細については，બڍ実施要ྖ߲̐２）およびબنڍଇୈ 5 ৚ 3 ߲ならびにબڍ細ଇୈ 13 ৚をご参রください．

̔．�全۠ࠃ理事は，全୅議員౰બ者によるબڍを行いબ出します．ඃબڍਓは全۠ࠃબ出୅議員౰બ者，બڍਓは全
および地方支部۠બ出の全୅議員౰બ者です．2025۠ࠃ 年 8 月 1 日のਖ਼会員構成ൺに基づき定めた所ଐ۠分ผ
およびଐੑ۠分ผの定員ॆ଍数を༏先しબ出します．ৄ細については，બڍ実施要ྖ߲̐̏）およびબنڍଇୈ
5 ৚ 4 ߲ならびにબڍ細ଇୈ 13 ৚をご参রください．

その他，બڍの֓要については以下の実施要ྖをごཡください．また，౤ථに関する事຿的なことや౤ථの࢓方な
どについてはిࢠ౤ථ開࢝Ҋ内の際にお知らせいたします．

　　　　2025 年 9 月 21 日
　　　　一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会બ؅ڍ理ҕ員会
　　　　ҕ員長　നҪਖ਼໌
　　　　ҕ　員　ߥҪ݈一・ؙ݈ڇ太࿠・ݪ܀හ೭・ླࢁ܊Ն

ɹࣔࠂ

���� ೥౓୅ٞһ͓Αͼ໾һબࢪ࣮ڍཁྖ

̍ɽ୅ٞһબڍ೔ఔʢબڍਓɼඃબڍਓͱ΋ਖ਼ձһʣ
１）�બڍγステϜによる立ީิ受෇ظ間　10 月 22 日（ਫ）

10 時ʙ 11 月 19 日（ਫ）1� 時క੾
２）�બڍ広報・౤ථ開࢝のҊ内　12 月 1 日（月）ࠒまでに

ެ開し，11 月߸ /FXT ．にてҊ内いたしますࢽ
̏）�બڍ活ಈظ間　12 月 11 日（໦）ʙ 12 月 29 日（月）
̐）�બڍγステϜによる౤ථظ間　12 月 11 日（໦）10 時

ʙ 202� 年 1 月 8 日（໦）1� 時క੾
５）�༣ૹによる౤ථ　インターωットをར用できない౳の

事情がある方に対してのみ༣ૹによる౤ථを受෇しま
す．

　　�༣ૹによる౤ථをر๬するਖ਼会員は，બ؅ڍ理ҕ員会
に 11 月 19 日（ਫ）までに申し出てください．બ؅ڍ
理ҕ員会から専用の౤ථ用ࢴ౳をૹ෇します．

　　ˎ�౤ථࡁの౤ථ用ࢴは 202� 年 1 月 8 日（໦）ඞ着とし

ます．
̒）�開ථ日時　202� 年 1 月 9 日（ۚ）10 時より
　　�Φンライン [PPm 会議にて立会ਓのもと，બ؅ڍ理ҕ

員会が行います．
̓）�બڍ結Ռ報ࠂ　開ථ事຿ॲ理後，଎やかにϗーϜϖーδ，

メルマΨ，/FXT ．載しますܝにࢽ

̎ɽཧࣄのબڍ೔ఔʢબڍਓɼඃબڍਓͱ΋୅ٞһʣ
１）�બڍγステϜによる立ީิ受෇ظ間　１月 22 日（໦）

10 時 ʙ 2 月 9 日（月）1� 時క੾
２）�બڍ広報・౤ථ開࢝のҊ内　　2 月 18 日（ਫ）ࠒまで

にެ開します．
̏）�બڍ活ಈظ間　　2 月 20 日（ۚ）ʙ 2 月 2� 日（ۚ）
̐）�બڍγステϜによる౤ථظ間　　2 月 20 日（ۚ）10 時

ʙ 3 月 9 日（月）1� 時క੾
５）�開ථ日時　　3 月 12 日（໦）19 時より
̒）�બڍ結Ռ報ࠂ　開ථ事຿ॲ理後，଎やかにϗーϜϖーδ，

メルマΨ，/FXT ．載しますܝにࢽ
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̏ɽ୅ٞһのཱީิ
１）�୅議員の定数は全۠ࠃ 99 名・地方支部۠ 101 名（ˎ），

૯数 200 名です．地方支部۠は得ථॱ，全۠ࠃは得ථ
ॱおよび所定の所ଐ۠分ผ定員ॆ଍数を考ྀしてબ出
します．

２）�֤ 地方支部۠の定数は，2025 年 8 月 1 日の支部会員数
により 101 名をൺྫ഑分しました．今回（　）の中の
数が֤支部の定数です．

๺ւಓ地方۠　（5）名（๺ւಓ）
東๺地方۠　　（8）名（੨৿，ळా，岩手，ࢁ形，ٶ৓，

෱ౡ）
関東地方۠　　（42）名（ҵ৓，ಢ໦，܈അ，࡛ۄ，千葉，

東京，ਆಸ川）
中部地方۠　　（1�）名（৽ׁ，長野，ࢁས，੩Ԭ，෋ࢁ，

石川，෱Ҫ，ذෞ，Ѫ知）
近ـ地方۠　　（11）名（࣎լ，ಸྑ，京都，ࡾ重，大ࡕ，

࿨Վࢁ，ฌݿ）
（知，Ѫඤߴ，ಙౡ，߳川）地方۠　　（4）名ࠃ࢛
੢日本地方۠　（15）名（Ԭࢁ，広ౡ，ௗ取，ౡࠜ，ޱࢁ，

෱Ԭ，佐լ，۽本，長࡚，大分，ࣇࣛ，࡚ٶౡ，ԭೄ）
ˎબنڍଇୈ̐৚߲̏，બڍ細ଇୈ５৚２߲に基づき，地

方支部۠の定数は 8 月 1 日෇の֤支部のਖ਼会員数にԠじ
てൺྫ഑分しました（小数点以下は࢛ࣺޒ入）．それによ
りׂり౰てられた 100 名より数が૿ݮする৔߹はこれを
．していますࡴの୅議員数から相۠ࠃ容し，全ڐ

̏）�୅議員地方支部۠へ立ީิする方は，ొ࿥ॅ所のݝผ
により֘౰する地方支部۠に立ީิしてください．全
がありませんので，どの地域からでも立ީݶは੍۠ࠃ
ิできます．

̐ɽཧࣄのཱީิ
１）�理事の定員は 50 名です．理事のબڍਓおよびඃબڍਓ

は，౰֘બڍでબ出された୅議員౰બ者です．
２）�地方支部۠બ出理事：� 名
　　�50 名のうͪ̓名は，地方支部۠からの୅ද理事として

બ出します．બڍਓおよびඃબڍਓは౰֘地方支部۠
બ出の୅議員౰બ者とし，支部۠ごとにબڍを行って，
֤支部۠から 1 名ͣつ理事をબ出します．

̏）�全۠ࠃબ出理事：43 名
　　�ඃબڍਓは全۠ࠃબ出の୅議員౰બ者とし，બڍਓは

全۠ࠃおよび地方۠બ出の全୅議員౰બ者によるબڍ
を行い，得ථॱおよび所定の所ଐ۠分ผおよびଐੑ۠
分ผの定員ॆ଍数を考ྀしてબ出します．

̐）�理事の最௿ॆ଍数（所ଐ۠分ผおよびଐੑ۠分ผの定
員ॆ଍数）

　�2025 年 8 月 1 日のਖ਼会員数（学生をআく）により，理
事の最௿ॆ଍数を࣍のようにൺྫ഑分しました．なお，
学生の定数はબنڍଇୈ 5 ৚ 4 ߲により２名と定めら
れています．

所ଐ۠分ผ 定数
　大学教員 �
　小中ߴ教員 2
ிެ׭　 �
　会ࣾ 9
　学生（ݻ定） 2
　߹計 2�

ଐੑผ
　ঁੑ 3

ए手（40 （ະຬࡀ �

̑ɽཱީิのಧग़
１）�立ީิక੾日は以下のとおり，いͣれも 1� 時ݫकとし

ます．
୅議員　　　　2025 年 11 月 19 日（ਫ）
理　事　　　　202� 年 2 月 9 日（月）

２）立ީิಧのॻ式
　　�બڍ細ଇ（ୈ � ৚，ୈ 14 ৚，ୈ 15 ৚ 2 ߲，同 3 ߲）

に基づき，୅議員，理事いͣれも立ީิಧはબڍγス
テϜの立ީิಧ出フΥーϜにてಧけ出てください（ը
面キャプνャなどのメールఴ෇・༣ૹ・࣋参不可）．

　　�立ީิはࣗનおよび他નのいͣれも可とします．他ન
の৔߹は，推ન者は༧めඃ推ન者が作成した「ީิ者
推નঝ୚ॻ（所定のॻ式，Q.4 載）」を用ҙし，ը૾フΝܝ
イルをΞップロードしてください．なお，「ީิ者推ન
ঝ୚ॻ」のΞップロードができないと，ಧ出が完了し
ませんので，ご஫ҙください．

̏）�立ީิಧ受ྖॻの発行
　　�立ީิಧ出が完了するとࣗಈ返৴メールにより，立ީ

ิ者に受ྖॻを発行します．
̐）�ਖ਼・෭会長への立ީิҙ思ද໌
　　�ਖ਼・෭会長に立ީิするҙ思のある方は，બڍγステ

Ϝの୅議員立ީิಧ出フΥーϜ内でそのҙ思をද໌し
（会長，෭会長いͣれかをબ୒し），会員によるҙ向調
査のࢿ料と完全൛下用マニフΣストをΞップロードし
てください．

ʻマニフΣストの作成についてʼ
A ̐൑１ϖーδ（タテ形）とし，構成はࣗ༝です．౤ථ用
のみ，8FC࡮๬者への഑෍用はϞノクロ印ر༣ૹࢴ αイト
にはΧラーでのܝ載も可ೳです．൛下はϞノクロとΧラー
の྆方の提出が可ೳです．ϞノクロとΧラーの違いによる
ද現の変化・変ߋはڐ容のൣ囲としますが，จݴ౳のද記
内容はϞノクロ൛，Χラー൛とも同一とし，変ߋはೝめま
せん．また，学会のެ式ロΰおよび出൛物౳をマニフΣス
トに࢖用しないでください．

以上
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会員各Ґ

୅ٞ員選ڍʹ͔͔ΘΔɼਖ਼ɾ෭会௕ީิऀͷҙ޲ௐࠪʹ͍ͭͯ

一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会理事会

　一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会の 202� 年౓୅議員および
に໾員બڍについて，બ؅ڍ理ҕ員会によるࣔࠂが本߸
にܝ載されました．会員֤位におかれましては，学会の
ӡӦに関心をお࣋ͪいただき，ੵ極的にご参加とご協力
をいただきますようおئい申しあげます．

さて，法ਓの୅ද理事は，理事会において理事の中か
らબ出するということが，法཯によって定められ，本学
会におきましても定׺上はそのように定めております．

しかしながら，これまでの長いྺ史と法ਓ化をݕ౼す
る中での会員のҙ向を౿まえ，会長および会長のิ佐໾
である෭会長のબ出においては，会員のҙ向をࢾること
ができるよう，୅議員બڍに෇ਵすることとしてબنڍ
ଇに੝りࠐまれています．会員のҙ向が直接，બ出につ
ながるものではありませんが，理事会としてਖ਼・෭会長

をબ出する際の重要な参考にさせていただきます．۩体
的には，定時に実施されるબڍにおきまして，全۠ࠃ୅
議員（および理事）の立ީิ者の中で，ਖ਼・෭会長への
立ީิのҙ思をࣔした方には，会員に向けてのマニフΣ
ストをެදしていただき，それによってީิ者に対する
会員のҙ向を調査するというものです．

なお，このҙ向調査については，બ؅ڍ理ҕ員会が؅
理する୅議員બڍとは手ଓきをҟにするものではありま
すが，学会の୅ද者のબ出にかかわって全会員のҙ向を
うということのੑ質上，そのެਖ਼さを֬อするために࢕
બ؅ڍ理ҕ員会の下で「ҙ向調査」として実施いたします．
つきましては，本߸ܝ載の「બࣔࠂڍ」にありますように，
本ҙ向調査を୅議員બڍと同時に実施いたしますので，
ご理解とご協力のほど，よろしくおئい申し上げます．
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一般社団法人日本地質学会ɹ選ڍ規則

（目　的）
ୈ１৚　本نଇはɺ「一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会定׺」（以
下「定׺」という）ୈ１̐৚およびୈ̏̏৚にもとづきɺ
一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会（以下「学会」という）の୅議
員および໾員のબڍをదਖ਼に実施することを目的とするɻ

（ߋଇの変ن）
ୈ２৚　このنଇの変ߋはɺ理事会の議ܾによって行いɺ
૯会に報ࠂしঝೝを得るɻ

（બڍの実施）
ୈ̏৚　୅議員および໾員のબ出作業はɺผ్定める「一
ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会બڍ細ଇ」（以下「બڍ細ଇ」とい
う）にଇりɺબ؅ڍ理ҕ員会が行うɻ

（୅議員બڍ）
ୈ̐৚　୅議員બڍはਖ਼会員によるແ記名౤ථとしɺ２年
ごとに全定数をվબするɻ
２　୅議員のબڍ定員はɺ地方支部۠１̌̌名ɺ全۠ࠃ
１̌̌名からなるものとするɻ
̏　֤地方支部۠の定員はɺબڍが実施される年౓の̔月
１日における֤支部のਖ਼会員数にԠじてൺྫ഑分するɻ定
員֬定後に会員のҠಈ౳のためಧ出地方支部地۠が変わっ
た৔߹でもɺ࣍ظબڍまでの地方支部۠の定員ׂり౰て数
は変ߋしないɻまたɺそのことにより実質ݮ数となる地方
支部۠の定員ิॆは行わないɻ
̐　୅議員ީิ者はਖ਼会員としɺࣗનおよび本ਓのঝ୚ॻ
を෇ଳする他નとするɻ立ީิ者はɺબڍ細ଇにଇり参考
事߲を記した立ީิಧけを所定のظ日までにબ؅ڍ理ҕ員
会にಧけなけれ͹ならないɻ立ީิಧの提出にあたりɺબ
୅議員ީิ者の中で会長・෭会長۠ࠃ؅理ҕ員会はɺ全ڍ
への立ީิのҙ図のあるਖ਼会員のҙ思දࣔを受けɺ୅議員
બڍ活ಈظ間開࢝前に全会員に開ࣔするɻ
５　全۠ࠃબ出୅議員のબ出にあたってはɺબڍ細ଇの෇
දにଇり所ଐ۠分ผ定員数をຬたすこととするɻただしɺ
立ީิ者数が所ଐ۠分ผ定員数にຬたない৔߹はこのݶり
ではないɻ
̒　બ؅ڍ理ҕ員会はɺબڍ細ଇにଇりɺ結Ռを開ࣔする
とともに૯会に報ࠂしなけれ͹ならないɻ
̓　બ؅ڍ理ҕ員会の報ࠂを受けた૯会において୅議員બ
結Ռは֬定するɻڍ
̔　౰બ後にɺ地方支部۠બ出୅議員のಧ出地方支部۠や
全۠ࠃબ出୅議員の所ଐする૊৫౳の変ߋによりɺಧ出の
地方支部۠や所ଐ۠分が変わる৔߹にはɺ౰֘୅議員のબ
出地方支部۠や所ଐ۠分は変ߋされるɻ
９　୅議員が೚ظ中に何らかの理༝で欠員となった際にはɺ
地方支部۠બ出୅議員のิॆについては౰֘地方支部۠の
࣍点者ɺ全۠ࠃબ出୅議員のิॆについてはબڍ細ଇの෇
දに定める所ଐ۠分ผ定員数をຬたす࣍点得ථ者を繰り上
げるɻ࣍点者がଘࡏしない৔߹には欠員とするɻ

（໾員બڍ）
ୈ５৚　໾員બڍは理事および؂事をબ出するものとしɺ
直近のબڍによる୅議員౰બ者（以下「୅議員౰બ者」と
いう）によるແ記名౤ථによりɺ理事は２年ごとɺ؂事は
̐年ごとに全定数をվબするɻ
２　理事のબڍ定員は５̌名ɺ؂事は２名とするɻ
̏　理事５̌名のબ出はɺ֤地方支部۠୅議員౰બ者の中

からそれͧれ１名を支部۠୅ද理事としてબ出しɺそれら
をআく数を全۠ࠃ୅議員౰બ者からબ出するɻ
̐　全۠ࠃ୅議員౰બ者からબ出する౰બ理事ܾ定の際はɺ
બڍが実施される年౓の̔月１日における学会のਖ਼会員の
構成ൺに基づき定める所ଐ۠分ผおよびଐੑผ定数を༏先
するɻただしɺ学生の所ଐ۠分ผ定数は２名とするɻここ
でいうଐੑとはੑผおよび̐̌ࡀະຬのਖ਼会員であるか൱
かをいうɻただしɺ立ީิ者数が所ଐ۠分ผ定員数または
ଐੑผ定数にຬたない৔߹はこのݶりではないɻ
５　理事立ީิ者はɺબڍ細ଇにଇり参考事߲を記した立
ީิಧけを所定のظ日までにબ؅ڍ理ҕ員会にಧけなけれ
͹ならないɻ
̒　؂事ީิ者はɺ理事会が推નする者と会員からの立ީ
ิ者を対象としɺ理事会およびީิ者はผ్定める参考事
߲を記したީิ者ಧけをɺ所定のظ日までにબ؅ڍ理ҕ員
会にಧけなけれ͹ならないɻ
̓　બ؅ڍ理ҕ員会はɺબڍ細ଇにଇりɺ結Ռを開ࣔする
とともに૯会に報ࠂするɻ
̔　બ؅ڍ理ҕ員会はɺ౰બ者とともにॱ位を෇けたิ欠
者をܾ定しɺ૯会に報ࠂするɻ
９　౰બ後に地方支部۠બ出理事のಧ出地方支部۠や全ࠃ
۠બ出୅議員の所ଐする૊৫౳の変ߋによりɺಧ出の地方
支部۠や所ଐ۠分が変わる৔߹にはɺ౰֘理事のબ出地方
支部۠や所ଐ۠分は変ߋされるɻ
10　理事が೚ظ中に何らかの理༝で欠員となった際にはɺ
地方支部۠બ出理事のิॆに際しては࣍点者ɺ全۠ࠃબ出
理事のิॆに際してはબڍ細ଇに定める所ଐ۠分ผ定数を
ຬたす࣍点得ථ者を繰り上げるɻ࣍点者がଘࡏしない৔߹
には欠員とするɻ
11　؂事のいͣれかが೚ظ中に何らかの理༝で欠員となっ
た際にはɺબڍによる࣍点者を繰り上げɺ࣍点者がଘࡏし
ない৔߹には理事会が後೚を推નしɺ૯会でのঝೝを得るɻ

（ແ౤ථબڍの指定）
ୈ̒৚　୅議員および໾員બڍにおいてɺ立ީิ者数が定
数を௒えない৔߹にはɺແ౤ථ౰બとするɻ

（得ථ数同数の取りѻい）
ୈ̓৚　୅議員および໾員બڍにおいてɺ得ථ数が同数で
ॱ位をつけるඞ要がある৔߹はɺくじҾきによりॱ位をܾ
めるɻくじҾきの方法はɺ౰֘のબ؅ڍ理ҕ員会が定める
ものとするɻ

（બڍ実施細目）
ୈ̔৚　定׺または本نଇに定められたもの以外のɺબڍの
実施手ଓき౳についてはɺผ్定めるબڍ細ଇおよび一ൠࣾ
ஂ法ਓ日本地質学会બ؅ڍ理ҕ員会نଇによるものとするɻ

ෟଇ

（発଍時の୅議員）
２̌１̌年౓બڍが実施されるまでの୅議員にはɺ೚ҙஂ
体日本地質学会の２̌̌̔年౓୅議員があたるものとするɻ

（発　ޮ）
・本نଇはɺ２̌̌９年５月１̓日から施行するɻ
・２̌１̏年５月１̔日　一部վਖ਼
・２̌１̐年５月２̐日　一部վਖ਼
・２̌１̓年５月２̌日　一部վਖ਼
・２̌２̏年̒月̏日　一部վਖ਼
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一般社団法人日本地質学会ɹ選ࡉڍ則

（目　的）
ୈ１৚　本細ଇはɺ「一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会બنڍଇ」

（以下「બنڍଇ」という）ୈ̏৚にଇりɺ୅議員および໾
員બڍの実施手ଓきを定めるɻ

（ߋଇの変ن）
ୈ２৚　この細ଇの変ߋは理事会のঝೝによるɻ

（બ؅ڍ理ҕ員会）
ୈ̏৚　୅議員および໾員のબڍはɺ一ൠࣾஂ法ਓ日本地
質学会定׺ɺબنڍଇおよび本細ଇにଇりɺબ؅ڍ理ҕ員
会が行うɻ
２　બ؅ڍ理ҕ員会はɺબڍ実施֓要ࣔࠂの２Χ月以上前
までにઃ置されなけれ͹ならないɻ
̏　બ؅ڍ理ҕ員会はɺผ్定める一ൠࣾஂ法ਓ日本地質
学会બ؅ڍ理ҕ員会نଇに基づいてӡӦされるものとするɻ

（開ථ立会ਓおよび立ͪ会い）
ୈ̐৚　ࣥ行理事会はɺ୅議員および໾員બڍにおいてはɺ
開ථ立会ਓ２名を໾員ɺ୅議員およびඃબڍਓをআいたਖ਼
会員の中からબ出するɻ
２　開ථ立会ਓはɺબ؅ڍ理ҕ員会の行う開ථ作業にɺඞ
ͣ１名以上が立会わなけれ͹ならないɻ開ථ立会ਓは౰બ
者のܾ定を֬ೝしɺબ؅ڍ理ҕ員会が作成する૯会報ࠂॻ
に記名・ೀ印するものとするɻ
̏　開ථ立会ਓはɺ開ථ作業を行ってはならないɻ開ථお
よびථのޮ力൑定を஫ҙਂく見कりɺٙٛが生じたときは
ただͪにબ؅ڍ理ҕ員長に申し出るɻ
̐　あらかじめબ؅ڍ理ҕ員会のڐ可を得たਖ਼会員はɺ開
ථに立ͪ会うことができるものとするがɺ開ථ作業を行っ
てはならないɻٙٛが生じたときはただͪに開ථ立会ਓに
申し出るɻ

（୅議員બڍのࣔࠂ）
ୈ５৚　બ؅ڍ理ҕ員会はɺબڍの実施֓要を立ީิ受け
෇け開࢝の１か月以上前にɺ地質学会 /FXT および΢Σࢽ
ϒαイトなど（以下「ニϡースࢽ౳」という）を通じてɺ
会員にࣔࠂしなけれ͹ならないɻこの時ɺ୅議員બڍにお
ける地方支部۠の定数ならびに໾員બڍにおける所ଐ۠分
ผおよびଐੑผ定数を໌らかにするɻまたɺඞ要にԠじて
༧備的ࣔࠂを行うことができるɻ
２　୅議員બڍにおける全۠ࠃの所ଐ۠分ผ定数は෇දに
ଇୈنڍげるとおりとするɻまたɺ地方支部۠の定数はબܝ
̐৚ୈ߲̏に基づき定めɺ小数点以下は࢛ࣺޒ入するɻ࢛ࣺ
入により地方支部۠にׂり౰てられた１̌̌名より数が૿ޒ
するɻࡴの୅議員数から相۠ࠃ容しɺ全ڐする৔߹はこれをݮ
̏　બ؅ڍ理ҕ員会はࣔࠂに先立ͪɺ౰֘年౓の୅議員お
よび໾員のબڍに関しɺબڍ日程ɺその他ඞ要事߲の֬ೝ
とܾ定を行いɺ౰֘બڍの実施֓要としてࣥ行理事会に提
ࣔしɺঝೝを受けるɻ

（୅議員の立ީิಧおよび受理）
ୈ̒৚　୅議員に立ީิするਖ਼会員はɺ࣍に定める参考事
߲を記した立ީิಧをɺظ日までにɺ所定の立ީิγステ
Ϝを用いてి࣓的方法によりબ؅ڍ理ҕ員会に提出しなけ
れ͹ならないɻ

（１）全۠ࠃ・地方۠のผ
（２）ࣗન・他નのผ

（̏）立ީิ者氏名
（̐）所ଐする૊৫౳（大学・会ࣾ౳の名শ）
（５）所ଐ۠分
（̒）他નの৔߹は推ન者氏名
（̓）立ީิの๊ෛまたは推નจ
（̔）立ީิ者名฽へのଐੑのදࣔのҙ思
２　他નによる立ީิ者の৔߹はɺ本ਓのঝ୚ॻをఴ෇す
るものとするɻ
̏　全۠ࠃの୅議員立ީิ者のうͪɺ会長・෭会長の立ީ
ิのҙ思があるものはɺୈ１߲の立ީิಧにそのҙ思දࣔ
を行うものとするɻまたɺ参考ॻྨとして所定のॻ式によ
るマニフΣストをఴ෇しなけれ͹ならないɻ
̐　立ީิಧの受෇ݶظ内であれ͹ॻྨのࠩしସえɺ修ਖ਼
はਵ時できるものとするɻ

ୈ̓৚　બ؅ڍ理ҕ員会はɺ立ީิಧの内容およびఴ෇ॻ
ྨを֬ೝしɺ立ީิ者本ਓに受理ॻを発行するɻಧ出内容
౳に໌らかな不備がೝめられる৔߹にはɺ଎やかに֬ೝを
行いɺ修ਖ਼をٻめるɻ

（୅議員立ީิ者名฽および参考ॻྨの開ࣔ）
ୈ̔৚　બ؅ڍ理ҕ員会はɺ立ީิ受け෇け終了後ɺ଎や
かに立ީิ者名฽を作成しɺ౤ථの༗ແを֬定させるɻ
２　બ؅ڍ理ҕ員会はɺ立ީิ者名฽および参考ॻྨをਖ਼
会員にૹ෇しɺニϡースࢽ౳においても開ࣔするɻ

（୅議員બڍのબڍ活ಈ）
ୈ９৚　બ؅ڍ理ҕ員をআく୅議員立ީิ者およびਖ਼会員
はɺ定められたظ間内にݶりબڍ活ಈを行うことができるɻ
બڍ活ಈはɺެਖ਼かつద੾なൣ囲で行いɺྙ理ྖߝにরら
しઅ౓あるものでなけれ͹ならないɻ
２　行き過͗たબڍ活ಈやબڍ活ಈにより໰題が生じた৔߹ɺ
または会員からのૌえがあった৔߹はɺબ؅ڍ理ҕ員会が真
ِの֬ೝおよび調査を行いɺ理事会に報ࠂして解ܾを図るɻ

（୅議員બڍの౤ථ）
ୈ１̌৚　౤ථݖはਖ਼会員１名につき１個としɺ౤ථは定め
られたظ間内に所定の౤ථγステϜを用いてి࣓的方法によ
り行うものとするɻただしి࣓的方法による౤ථが೉しい৔
߹はɺ༣ૹにより౤ථすることができるɻ༣ૹによる౤ථを
؅理ҕ員会に申し出てɺ所定ڍをબࢫ๬する৔߹はɺそのر
の౤ථ用ࢴと෧౵を用いて定められたظ間内に౤ථを行うも
のとするɻなおɺ౤ථは定数以内の࿈記੍とするɻ

（୅議員બڍの開ථおよび結Ռの開ࣔ）
ୈ１１৚　બ؅ڍ理ҕ員会はɺ౤ථظ間終了後ɺ開ථ立会
ਓの立ͪ会いのもとで଎やかに開ථを行いɺબنڍଇにଇ
り౰બ者をܾ定するɻ
２　બ؅ڍ理ҕ員会はɺ開ථ結Ռを૯会報ࠂॻとして作成
しɺ立ީิ者に通知するɻまたɺニϡースࢽ౳により଎や
かに会員に開ࣔするɻ

（໾員બڍのࣔࠂ）
ୈ１２৚　બ؅ڍ理ҕ員会はɺ୅議員બڍの結Ռに基づく
理事と؂事のબڍの実施֓要をɺ全୅議員౰બ者にࣔࠂしɺ
ニϡースࢽ౳においても開ࣔするɻなおɺ実施֓要にはબ
ଇୈ５৚ୈ߲̐に定める所ଐ۠分ผおよびଐੑผ定数نڍ
を含めるɻ
２　所ଐผおよびଐੑผ定数はબڍ実施年౓の̔月１日時
点におけるਖ਼会員の構成ൺにैい以下にࣔす手ॱにैいܾ
定するɻ
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（１）所ଐผ定数の߹計数は２̒名とするɻ
（２）学生をআく所ଐ۠分ผ定数はબنڍଇୈ５৚ୈ߲̐に
ଇりൺྫ഑分しɺ小数点以下は࢛ࣺޒ入することとするɻ
入により所ଐ۠分ผ定数にׂり౰てられた２̒名よޒࣺ࢛
り数が૿ݮする৔߹はこれをڐ容しɺこれ以外の౰બ者数
から相ࡴするɻ

（理事の立ީิಧ）
ୈ１̏৚　理事બڍのඃબڍਓはɺ地方支部۠બ出理事は
౰֘支部۠બ出୅議員౰બ者の立ީิ者にݶりɺબڍਓは
౰֘支部۠બ出の୅議員౰બ者としɺ全۠ࠃ理事は全۠ࠃ
બ出୅議員౰બ者の立ީิ者にݶりɺબڍਓは地方支部۠
および全۠ࠃબ出の全୅議員౰બ者とするɻ

ୈ１̐৚　理事に立ީิする୅議員౰બ者はɺ࣍に定める
参考事߲を記した立ީิಧをɺظ日までにɺ所定の立ީิ
γステϜを用いてి࣓的方法によりબ؅ڍ理ҕ員会に提出
しなけれ͹ならないɻ

（１）ࣗન・他નのผ
（２）立ީิ者氏名
（̏）所ଐする૊৫౳（大学・会ࣾ౳の名শ）
（̐）所ଐ۠分
（５）他નの৔߹は推ન者氏名
（̒）立ީิの๊ෛまたは推નจ
（̓）立ީิ者名฽へのଐੑのදࣔのҙ思ɺଐੑが重ෳする
৔߹はその༏先ॱ位
２　他નによる立ީิ者の৔߹はɺ本ਓのঝ୚ॻをఴ෇す
るものとするɻ

（؂事の立ީิಧ）
ୈ１５৚　؂事のબڍはɺબنڍଇୈ５৚ୈ߲̒にैいɺ
୅議員౰બ者以外のਖ਼会員から１名ɺ理事会推ન者（会員外）
から１名をબ出するɻ
２　؂事に立ީิするਖ਼会員はɺ࣍に定める参考情報を記し
た立ީิಧをɺظ日までにɺ所定の立ީิγステϜを用いて
ి࣓的方法によりબ؅ڍ理員会に提出しなけれ͹ならないɻ

（１）ࣗન・他નのผ
（２）立ީิ者氏名
（̏）所ଐする૊৫౳（大学・会ࣾ౳の名শ）
（̐）推ન者氏名
（５）立ީิの๊ෛまたは推નจ
̏　理事会推નީิ者および他નの৔߹はɺ本ਓのঝ୚ॻ
をఴ෇するものとするɻ

（໾員બڍ立ީิಧの受理）
ୈ１̒৚　બ؅ڍ理ҕ員会はɺ立ީิಧの内容を֬ೝしɺ
立ީิ者本ਓに受理ॻを発行するɻಧ出内容に໌らかな不
備がೝめられる৔߹にはɺ଎やかにその֬ೝをおこないɺ
修ਖ਼をٻめるɻ

（໾員立ީิ者名฽の開ࣔ）
ୈ１̓৚　બ؅ڍ理ҕ員会は立ީิ受け෇け終了後ɺ଎や
かに立ީิ者名฽を作成しɺ౤ථの༗ແを֬定させるɻ
２　બ؅ڍ理ҕ員会はɺ立ީิ者名฽および参考ॻྨを全
୅議員౰બ者にૹ෇しɺニϡースࢽ౳においても開ࣔするɻ

（໾員બڍのબڍ活ಈ）
ୈ１̔৚　બ؅ڍ理ҕ員をআく໾員立ީิ者およびਖ਼会員
はɺ定められたظ間内にݶりબڍ活ಈを行うことができるɻ
બڍ活ಈはެਖ਼かつద੾なൣ囲で行いɺྙ理ྖߝにরらし
અ౓あるものでなけれ͹ならないɻ

２　行き過͗たબڍ活ಈやબڍ活ಈにより໰題が生じた৔
߹ɺまたは会員からのૌえがあった৔߹はɺબ؅ڍ理ҕ員
会が真ِの֬ೝおよび調査を行いɺ理事会に報ࠂして解ܾ
を図るɻ

（໾員બڍの౤ථ）
ୈ１９৚　౤ථݖは୅議員౰બ者１名につき１個としɺ౤
ථは定められたظ間内にɺ所定の౤ථγステϜを用いてి
࣓的方法により行うɻただしి࣓的方法による౤ථが೉し
い৔߹はɺ༣ૹにより౤ථすることができるɻ༣ૹによる
౤ථをر๬する৔߹はɺそのࢫをબ؅ڍ理ҕ員会に申し出
てɺ所定の౤ථ用ࢴと෧౵を用いて定められたظ間内に౤
ථを行うものとするɻなおɺ౤ථは定数以内の࿈記੍とするɻ

（໾員બڍの開ථおよび結Ռの開ࣔ）
ୈ２̌৚　બ؅ڍ理ҕ員会は౤ථظ間終了後ɺ開ථ立会ਓ
の立ͪ会いのもとで଎やかに開ථを行いɺબنڍଇにଇり
౰બ者をܾ定するɻ
２　౰બ者のܾめるときはɺまͣ所ଐ۠分ผに得ථ数の多
いものを定数まで౰બさせɺ࣍にଐੑผ౰બ者をܾめるɻ
このときɺ所ଐ۠分ผ౰બ者の中にɺଐੑをද໌した立ީ
ิ者が含まれɺかつその数がଐੑผ定数を下回った৔߹は
そのଐੑのީิ者を༏先して定数まで౰બさせるɻただしɺ
ଐੑが重ෳする立ީิ者についてはɺ立ީิの時点で立ީ
ิ者がද໌した༏先ॱ位に基づくɻまたɺ立ީิ者がද໌
しないଐੑについては౰બ者のܾ定に用いてはならないɻ
̏　開ථ結Ռを૯会報ࠂॻとして作成しɺ立ީิ者に通知
するɻまたɺニϡースࢽ౳により଎やかに会員に開ࣔするɻ

（બڍに対するҟ議申し立て）
ୈ２１৚　୅議員および໾員બڍの結Ռに対する会員から
のҟ議申し立てはɺબ؅ڍ理ҕ員会に対して行うɻ
２　બ؅ڍ理ҕ員会はɺҟ議申し立ての内容を֬ೝɺ調査しɺ
申立ਓとの間で解ܾを図るɻ申立ਓがೲ得しない৔߹はɺ
౰֘Ҋ݅を૯会の報ࠂ事߲に加えɺ૯会のܾ議にैうもの
とするɻ

（બڍ結Ռのঝೝ）
ୈ２２৚　બ؅ڍ理ҕ員会はɺબڍ結Ռを૯会に報ࠂしɺ
୅議員および໾員બ೚のঝೝを得なけれ͹ならないɻ

（୅議員および໾員の欠員）
ୈ２̏৚　何らかの理༝によりɺ୅議員および໾員の೚ظ
中に欠員が生じた৔߹でもɺબنڍଇୈ５৚ୈ９߸ɺ１̌
߸および１１߸に基づきิॆબڍは行わないɻ

（ෟ　ଇ）
・本細ଇは２̌̌９年̒月̏̌日から施行するɻ
・２̌１２年１２月１日　一部վਖ਼
・２̌１̐年̐月５日　一部վਖ਼
・２̌２̏年̒月̏日　一部վਖ਼

෇ද　最௿ॆ଍数全۠ࠃ（ୈ５৚およびୈ 12 ৚関܎）

所ଐ۠分 備考 ୅議員 理 事
大学 大学෇ଐത物ؗを含Ή 12 名
小中ߴ 教ҭηンター౳を含Ή 12 名
ி౳ެ׭ 行੓法ਓ，ത物ؗ౳を含Ή 12 名

24 名˞

会ࣾ 10/，ஂࡒ，ஂࣾ 法ਓ౳を含Ή 12 名
学生 学部生および大学院生にݶる 4 名 2 名
˞本細ଇୈ 12 ৚ୈ２߲によりɺ所ଐ۠分ผ定数をܾ定するɻ
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Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ஍ֶ࣭ձબ؅ڍཧҕһձنଇ

（目的・業຿）
ୈ 1 ৚　બ؅ڍ理ҕ員会は，一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会定
׺ 14 ৚およびୈ 32 ৚に定められた୅議員ならび໾員をબ
出するため，事຿手ଓきの一੾をબنڍଇおよびબڍ細ଇ
に基づいてެ໌ਖ਼大にࣥり行う．
ୈ 2 ৚　બ؅ڍ理ҕ員会は，୅議員および໾員બڍの結Ռ
を 8FC αイトならびに /FXT で開ࣔするとともに，૯ࢽ
会に報ࠂする．

（ҕ員会の構成）
ୈ 3 ৚　બ؅ڍ理ҕ員は会長，෭会長，理事，؂事および
୅議員をআくਖ਼会員のなかから理事会がબ出し，会長がҕ
৤する 5 名のҕ員により構成される．
2．ҕ員長ならびにҕ員長୅理はҕ員のޓબによってબ出さ
れ，ҕ員長はબ؅ڍ理ҕ員会を୅දする．

（ҕ員の೚ظ）
ୈ 4 ৚　ҕ員の೚ظは૯会への報ࠂ完了の日までとし，࠶
೚はさまたげない．
2．બ؅ڍ理ҕ員は೚ظ中，౤ථをআいて，୅議員および໾
員બڍへの立ީิおよび立ީิ者の推ન，બڍ活ಈをおこ
なうことができない．

（બ؅ิ助要員）
ୈ 5 ৚　બ؅ڍ理ҕ員長は，事຿ہ৬員をબ؅ڍ理ҕ員会
のิ助要員に೚໋し，業຿の一部をҕ৤することができる．
ҕ৤ظ間は，9 月 10 日ʙ 3 月 15 日とする．
2．ิ助要員はҕ員長の指ࣔにより，બڍ業຿（立ީิ受෇，
立ީิ者֬ೝ・Ҋ内，8FC αイトや /FXT ，作業ࣔܝへのࢽ
౤ථ用ࢴ・広報౳の印࡮，༣ૹ，౤ථの受取など）に関して，
બ؅ڍ理ҕ員会をαϙートし，ԁ׈にબڍが਱行されるよ
う協力する．なお，બڍ活ಈにྨする行ҝはݫに৻Ήもの
とする．

ෟ　ଇ
・本نଇは 2009 年 � 月 30 日から施行する．
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　೔ຊ஍࣭学ձͰ͸ࠓ೥΋ӡӦنଇୈ 16�৚͓Αͼ֤৆બنߟଇʢຊ߸ผ్ࡌܝʣʹ͖ͮجɼԼهͷ৆ͷީิऀΛืू͍ͨ
͠·͢ɽ͝ਪન͍͍ͨͩͨํͷத͔Βɼ֤৆બߟҕ員ձ͕ީิऀΛબ͠ߟɼཧࣄձͰͷܾఆɼ૯ձͰͷঝೝΛͯܦදজΛߦ
͍·͢ɽ
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　༣ૹɼe-mBil�ૹ৴ͷ͍ͣΕͰ΋ड͚෇͚·͕͢ɼͳΔ΂͘ిࢠϑΝΠϧͰͷఏग़Λ͓͍͠ئ·͢ɽਪનऀʹ͸ड͚取Γͷ
࿈བྷΛ্ࠩ͛͠·͢ɽ
　ͳ͓͝ਪનʹ͋ͨͬͯ͸ɼඃਪનऀ͕ৗ೔͔ࠒΒ学ձྙཧྖߝɾߦಈൣن΍ͦͷଞͷ๏ྩ͓Αͼࣾձ௨೦্कΔ΂͖ϧʔ
ϧΛ९क͍ͯ͠Δ͔ʹ͍ͭͯਪનऀʹ͸े෼ʹ͝ཹҙ͍͖ͨͩɼत৆ʹ૬Ԡ͍͠ํΛ͝ਪન͍͖ͨͩ·͢Α͏͓͍ئਃ্͠
͛·͢ɽ
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2�2� ೥౓Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ地質ֶձ֤৆ީิऀืूʹ͍ͭͯ

202� ೥ � ݄
Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ஍࣭学ձ

֤৆બߟҕ員ձ
ҕ員௕　ಓྛ　ࠀఓ

一般社団法人日本地質学会各賞選考規則
（目的）
1．�本نଇは，一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会（以下地質学会と

いう）ӡӦنଇୈ1�৚߲̏に基づき地質学会の֤৆બ考
に関する手ଓきを定める．

（બ考）
2．�֤ ৆のબ考は，理事会のもとにおかれる֤৆બ考ҕ員会

が行う．֤৆બ考ҕ員会についてはผ్定める．

（֤৆のબ考対象およびԠื方法౳）
3．�日本地質学会৆のબ考対象およびԠื方法は࣍のとおり

とする．
　1）�対象：ਖ਼会員および名༪会員．ただし，過ڈにおいて

本৆を受けていない者．
　2）�Ԡื方法：ਖ਼会員，名༪会員，支部および専門部会に

よる推ન．ࣗનも可とする．所定の様式による．
4．�日本地質学会ޭ੷৆のબ考対象およびԠื方法は࣍のと

おりとする．
　1）�対象：ਖ਼会員および名༪会員．ただし過ڈにおいて本

৆を受けていない者．
　2）�Ԡื方法：ਖ਼会員，名༪会員，支部および専門部会に

よる推ન．ࣗનも可とする．所定の様式による．
5．�日本地質学会都৓ळึ৆のબ考対象およびԠื方法౳は

࣍のとおりとする．
　1）�対象：ਖ਼会員およびඇ会員．ただし，過ڈにおいて本

৆を受けていない者．

　2）�Ԡื方法：ਖ਼会員，名༪会員，支部および専門部会に
よる推ન．所定の様式による．

　3）�日本地質学会都৓ळึ৆のत与はຖ年౓１名以内とす
る．

�．�日本地質学会). &. φ΢マン৆のબ考対象およびԠื方
法は࣍のとおりとする．

　1）�対象：ืू開࢝年の4月1日でຬ50ࡀະຬのਖ਼会員．た
だし，過ڈにおいて本৆を受けていない者．

　2）�Ԡื方法：ਖ਼会員，名༪会員および専門部会による推
ન．ࣗનも可とする．所定の様式による．

�．�日本地質学会小ᖒّ໌৆・ࢁࡤխଇ৆のબ考対象および
Ԡื方法౳は࣍のとおりとする．

　1）�対象：ืू開࢝年の3月1日でത࢜߸取得から5年以内
のਖ਼会員．ただし，過ڈにおいて本৆を受けていない
者．

　2）�Ԡื方法：ਖ਼会員，名༪会員および専門部会による推
ન．ࣗનも可とする．所定の様式による．

　3）�৆の名শは，受৆する研究のテーマによって֤৆બ考
ҕ員会が定める．

8．�日本地質学会論จ৆のબ考対象およびԠื方法は࣍のと
おりとする．

　1）�対象：ืू開࢝年９月までの過５ڈ年間に地質学ࢽࡶ
および*TMBOE ASDに発දされた，会員がච頭の論จ．

　2）�Ԡื方法：ਖ਼会員および名༪会員，専門部会による推
ન．800ࣈ以内の推નจをఴ෇すること．

9．�日本地質学会小藤จ࣍࿠৆のબ考対象およびԠื方法は
࣍のとおりとする．

　1）�対象：ืू開࢝年9月までの過5ڈ年間に重要な発見ま
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たはಠ૑的な発૝を含Ή論จを発දした会員．
　2）�Ԡื方法：ਖ਼会員および名༪会員，専門部会による推

ન．800ࣈ以内の推નจをఴ෇すること．
10．�日本地質学会地質学ࢽࡶ特ผ৆のબ考対象およびԠื

方法は࣍のとおりとする．
　1）�対象：ืू開࢝年9月までの過5ڈ年間に地質学ࢽࡶに

発දされた，会員がච頭のレター，ノート，報ࠂ，講
．࠲

　2）�Ԡื方法：ਖ਼会員および名༪会員，専門部会による推
ન．800ࣈ以内の推નจをఴ෇すること．

11．�日本地質学会研究঑ྭ৆のબ考対象および受৆֨ࢿ，
Ԡื方法は࣍のとおりとする．

　1）�対象：ืू開࢝年９月までの過̏ڈ年間に地質学ࢽࡶ
および*TMBOE ASDに発දされた論จのうͪ，ืू開࢝
年4月1日でຬ32࠽ະຬの会員がච頭の論จ．

　2）�受৆֨ࢿ：ච頭ஶ者およびืू開࢝年4月1日でຬ 32
において本৆を受ڈະຬの共ஶの会員．ただし，過࠽
けていない者とする．

　3）�Ԡื方法：ਖ਼会員および名༪会員，専門部会による推
ન．800ࣈ以内の推નจをఴ෇すること．

12．�日本地質学会フィールドϫーク৆のબ考対象および受
৆֨ࢿ，Ԡื方法は࣍のとおりとする．

　1）�対象：ืू開࢝年9月までの過3ڈ年間に発දされた，
フィールドϫークに重点を置いた論จ．ืू開࢝年
4月1日でຬ32࠽ະຬの会員がච頭のものにݶる．

　2）�受৆֨ࢿ：ච頭ஶ者およびืू開࢝年4月1日でຬ32࠽
ະຬの共ஶの会員．ただし，過ڈにおいて本৆を受け
ていない者とする．

　3）�Ԡื方法：ਖ਼会員および名༪会員，専門部会による推
ન．800ࣈ以内の推નจをఴ෇すること．

13．日本地質学会学生༏ल発ද৆のબ考対象は࣍のとおり
とする．

　1）�֤ ৆બ考ҕ員会が対象と定めた講演会における，学੶
のある会員がච頭の発ද．

14．�日本地質学会δϡニΞηッγϣン༏ल৆・঑ྭ৆のબ
考対象は࣍のとおりとする．

　1）�δϡニΞηッγϣンにおけるߍߴ生以下の生ెまたは
グループによる発ද．

15．�日本地質学会දজのબ考対象およびԠื方法は࣍のと
おりとする．

　1）�対象：会員およびඇ会員の個ਓ，ஂ体または機関．
　2）�Ԡื方法：ਖ਼会員，名༪会員，支部または専門部会に

よる推ન，所定の様式による．

（Ԡืに関するࣔࠂ）����������������
1�．�֤ ৆のԠืに関するࣔࠂは，Ԡืకめ੾りظ日の3Χ月

前までに/FXT8，ࢽFCαイト౳で行う．

（બ考結Ռの記࿥と報ࠂ）��������������
1�．�֤ ৆બ考ҕ員会は，બ考過程とબ考結Ռについてจॻ

で理事会に報ࠂする．

������������（ߋଇの変ن）
18．�本نଇの変ߋは理事会の議ܾによる．

ෟ��ଇ
・�本نଇは，2009年9月3日から施行する．
・�2011年4月2日　一部վਖ਼　
・�2012年4月�日　一部վਖ਼
・�2013年5月18日　一部վਖ਼
・�このվਖ਼は，2021年�月1日から施行する．ただし，8．に

定める日本地質学会小ᖒّ໌৆・ࢁࡤխଇ৆，および12．
に定める日本地質学会研究঑ྭ৆に関するن定は，2022
年�月1日から施行する．施行前のબ考は，なおै前のྫ
による．

・�2021年4月3日　一部վਖ਼
・�2022年4月9日　一部վਖ਼
・�2022年12月10日　一部վਖ਼
・2024年8月31日　一部վਖ਼
・2025年4月19日　一部վਖ਼

一般社団法人日本地質学会各賞選考委員会規則
（目的）
1．�一ൠࣾஂ法ਓ日本地質学会（以下地質学会という）֤৆

બ考نଇୈ２߲に基づき，本نଇを定める．

（ҕ員の構成およびબ出）
2．�֤ ৆બ考ҕ員会（以下બ考ҕ員会という）は，理事会が

推નする15名のҕ員で構成する．
　1）�ҕ員は専門を考ྀして理事のޓબによりબ出し，एׯ

名のҕ員を理事以外のਖ਼会員からબ出することができ
る．ҕ員長はこのҕ員間のޓબとする．

　2）ҕ員の೚ظは２年とする．

（બ考ݕ౼ҕ員会౳のઃ置）
3．�બ考ҕ員会は，日本地質学会৆，日本地質学会ޭ੷৆，

日本地質学会都৓ळึ৆，日本地質学会). &.φ΢マン
৆ならびに日本地質学会小ᖒّ໌৆・ࢁࡤխଇ৆のબ考
に関しては，બ考ҕ員会のもとにਵ時，બ考ݕ౼ҕ員会
をઃ置してࢾ໰することができる．

4．�日本地質学会৆，日本地質学会ޭ੷৆，日本地質学会都
৓ळึ৆，日本地質学会). &. φ΢マン৆ならびに日本
地質学会小ᖒّ໌৆・ࢁࡤխଇ৆のબ考を行うબ考ݕ౼
ҕ員会は，過ڈの日本地質学会৆受৆者から専門を考ྀ
してࣥ行理事会が推નする̓名程౓のҕ員で構成し，ඞ
要にԠじてࣥ行理事会が推નするएׯ名のҕ員を௥加す
ることができる．ҕ員長はҕ員間のޓબとする．

5．�બ考ҕ員会は，学生༏ल発ද৆，δϡニΞηッγϣン༏
ल৆・঑ྭ৆のબ考に関して，ਵ時，બ考ҕ員を೚໋
し，そのҙ見をબ考の参考にすることができる．

（རӹ相൓）
�．�બ考ҕ員会ҕ員ならびにબ考ݕ౼ҕ員会ҕ員が受৆ީิ

対象者となった৔߹，またはҕ員とީิ者の関܎がਂい
（਌଒，共同研究者，研究指導者など）と൑断される৔
߹は，地質学会རӹ相൓๷نࢭଇに基づいて，֘౰する
৆のબ考には一੾関与しないこととする．これによって
．数したҕ員のิॆは行わないݮ

ෟଇ
・�本نଇの変ߋは理事会の議ܾによる．
・�本نଇは，2009年9月3日から施行する．
・�2011年4月2日　一部վਖ਼　
・�2020年9月12日　一部վਖ਼　
・�2021年4月3日　一部վਖ਼　
・�2022年4月9日　一部վਖ਼
・�2022年12月10日　一部վਖ਼
・�2024年8月31日　一部վਖ਼
・2025年4月19日　一部վਖ਼
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本会以外の学会およ
び研究会・ҕ員会か
らのごҊ内をܝ載し
ます．

͝Ҋ಺

ʙൃ஫ऀ・एखٕज़ऀ͕
஌͓͖͍ͬͯͨʙ

ʰ஍࣭ௐ࣮ࠪࢪཁྖʱղઆߨश会

日程：
ʲ大ࡕ会৔ʳ৽കా研修ηンター�大ࢢࡕ෱ౡ
۠෱ౡ��22�20�
ྩ࿨�೥11݄12೔（ਫ）1�：��ʙ1�：���

ʲ東京会৔ʳA1ࢢヶ୩�東京都千୅ా۠ޒ൪
ொ1�10�
ྩ࿨�೥11݄1�೔（Ր）1�：��ʙ1�：���
主催：一ൠஂࡒ法ਓ�経ࡁ調査会，一ൠࣾஂ
法ਓ�全ࠃ地質調査業協会࿈߹会
後援：一ൠࣾஂ法ਓ�日本地質学会，ࠃ立研
究開発法ਓ౔໦研究所�
講師：地質調査実施要ྖ�ࣥචҕ員�
受講料：12
100ԁ（੫ࠐ）�1名＋テキスト୅�
定員：120名程౓（定員になり࣍ୈక੾り）
お໰߹せ：
一ൠஂࡒ法ਓ　経ࡁ調査会
業຿部　業຿اը室　　ҏ藤༗അ
T&-：03�5����8222
お申ࠐみɺ講習会ৄ細のご֬ೝは下記)1よ
りおئいいたしますɻ
講習会1MB[B　IUUQT���TFmJOBS.[BJ�kFJDIP.PS.KQ�

அ૚ௐࠪ会׆Ӝ൒ౡࡾ
૑ཱ��प೥ه೦Ұൠެ։࠲ߨɿ

୐஍։ൃͰӅΕͨ
ҥּஅ૚ଳΛา͘

主催　ࡾӜ൒ౡ活断層調査会
後援　日本地質学会・ԣਢլࢢ教ҭҕ員会
։࠵೔：2�2�೥೥12݄�೔（౔）（খӍܾߦ）
ू߹৔所：京ٱٸ里඿Ӻվࡳ前
ू߹時間�9時30分�（解ࢄ༧定時15�00ࠁ）
ืूਓ員�30名（申しࠐみ先着ॱ）
現地調査コース：ᶃٱଜ（ٱ里඿޻業ஂ地の
地൫と活断層の֬ೝ）ᶄٱଜ石փ岩（ٱଜの
する石փ岩と断層Ψ΢δの観察）断ࡏに点ࢁ
層地形の観察ʕҌ部（ҥּ断層ଳのҌ部の֬
ೝ）ᶆҥּ断層岩ށトレンν（1999年にԣਢ
լࢢが実施したトレンν�調査現৔の֬ೝ）
ᶇ岩ށ入ޱ（岩ށόスఀ෇近のాӽ川不整߹
の観察）ᶈ大໼部࢛ஸ目（ԣԣಓ࿏の޻事で
発見されたҥּ断層の֬ೝ）ᶉ大໼部地域の
ҥּ断層（地形の観察）
஫ҙ事߲：ห౰・ҿみ物・Ӎ۩は֤ࣗ࣋参．
క੾：2�2�೥11݄3�೔（೔）ࠐ加ਃࢀ

申しࠐみ方法：�&�mBJMまたはԟ෮葉ॻにてॅ
所・氏名・ి話൪߸をご記入の上下記࿈བྷ先
までお申ࠐみください．
参加අ用�500ԁ（ࢿ料୅＋อݥ料）
申ࠐ先：ࡾӜ൒ౡ活断層調査会�事຿ہ（੨
໦厚ඒ方）
大ધ4�21�5��03ࢢ૔ח��24��005˟
ి話�080�1193�51�9
&メール：BUTVmJ�BPkJ!mDkP.KQ

教員・৬員ެื౳のٻਓニϡ
ースߘݪにつきましては，࠾
用結Ռをお知らせいただけま
すようおئいகします．

ެื

੓৬һߦҕһ会੍نྗࢠݪ
ʢٕज़ࣄ・ܥ຿ٴܥͼڀݚ৬ʣ

ެื

（研究৬）
�・技術研究・調査（技術基൫関ࢠݪ　܎力計

૷੍御γステϜにద用されるデδタル技
術）：ࢠݪ力੍نி本ிにۈ຿しɺࢠݪ力
施ઃの੍نに関してɺ技術研究・調査及び
҆全৹査やࢠݪ力ݕ੍ن査に対する技術的
な支援を行いますɻ

�・技術研究・調査（γステϜ҆全関܎）：ݪ
ن力施ઃのࢠݪ຿しɺۈி本ிに੍ن力ࢠ
੍に関してɺ技術研究・調査及び҆全৹査
やࢠݪ力ݕ੍ن査に対する技術的な支援を
行いますɻ

�・技術研究・調査（γビΞΞクγデント関
࿍ࢠݪ຿しɺۈி本ிに੍ن力ࢠݪ：（܎
施ઃの੍نに関してɺ技術研究・調査及び
҆全৹査やࢠݪ力ݕ੍ن査に対する技術的
な支援を行いますɻ

�・技術研究・調査（地਒・௡೾関܎）：ࢠݪ
力੍نி本ிにۈ຿しɺࢠݪ力施ઃの੍ن
に関してɺ技術研究・調査及び҆全৹査や
査に対する技術的な支援を行ݕ੍ن力ࢠݪ
いますɻ

（技術ܥ）҆全৹査׭ʲ܎長ڃຢは課長ิ佐
ʳڃຢは課長ิ佐ڃ長܎ʲ׭査ݕ力ࢠݪ�ʳڃ
�֩物質๷ޢ対׭ࡦ及び֩物質αイόーηキ
ϡリティ対׭ࡦʲ課長ิ佐ڃʳࢠݪ�力๷ࡂ
専門׭ʲ܎長ڃຢは課長ิ佐ڃʳ�査察׭

ʲ܎長ڃຢは課長ิ佐ڃʳ�์ࣹઢ๷ޢ分野業
຿ʲ܎長ڃຢは課長ิ佐ڃʳ�環境์ࣹઢϞ
ニタリング・環境์ࣹઢϞニタリングに܎る
8̴̱γステϜ業຿ʲ܎長ڃຢは課長ิ佐
に関する業຿੍نʳ�์ࣹੑ同位元素౳のڃ

ʲ܎長ڃຢは課長ิ佐ڃʳ�情報γステϜに関
する事຿ʲ܎長ڃຢは課長ิ佐ڃʳ�東京ి
力෱ౡୈ一ࢠݪ力発ి所の৹査・ݕ査・事ނ
調査業຿ʲ܎長ڃຢは課長ิ佐ڃʳ�҆全研
究౳に܎る情報収ू・૯߹調整業຿ʲ܎長ڃ

ຢは課長ิ佐ڃʳࢠݪ�力施ઃの҆全੍نに
関するاը・立Ҋ౳業຿ʲ܎長ڃʳ�ຽ間ن
֨の技術ධՁに関する業຿ʲ܎長ڃຢは課長
ิ佐ڃʳࠃ�内外の知見の収ू及び技術基準
への൓өに関する業຿ʲ܎長ڃຢは課長ิ佐
長܎ҭ成業຿ʲࡐるਓ܎に੍ن力ࢠݪ�ʳڃ
ʳڃຢは課長ิ佐ڃ

（事຿ܥ）ૌু対Ԡ�一ൠ行੓事຿に関する業
຿
Ԡืड෇ؒظ：ྩ࿨�೥�݄1೔（݄）ʙ�ྩ࿨
�೥1�݄31೔（ۚ）
ৄしくは，8&#αイトを参রしてください．
事຿・ܥҕ員会行੓৬員（技術੍ن力ࢠݪ
のެื（ܥ
IUUQT ���XXX.OSB .HP . KQ�OSB�FmQMPZ�
KJUTVmVkFJkFO@20250901@01.IUmM
ҕ員会行੓৬員（研究৬）のެื੍ن力ࢠݪ
IUUQT���XXX.OSB.HP.KQ�OSB�FmQMPZ�KJUTVmV
kFJkFO@kFOkZV@20250901@01.IUmM
お໰い߹わせ先
๪ਓ事課׭׭ி長੍ن力ࢠݪ
୲౰：行੓৬員（実຿経験者）࠾用୲౰
ి話（୅ද）03�3581�3352
メールΞドレス��KJUTVmVkFJkFO2023!OSB.HP.KQ

ྩ࿨�೥౓౦ژେֶ஍਒ڀݚॴ
ಉར༻ͷެืڞ

ެื事߲：（1）共同研究　（2）研究ू会　
（3）施ઃ・観測機ث・実験૷置౳のར用　
（4）データ・ࢿ料のར用
Ԡืࠃ：֨ࢿ内外の大学，ެࠃ立研究機関の
教員・研究者ຢはこれに準じる者（名༪教
त・大学院学生・ஂࡒ౳ຽ間ஂ体やا業の研
究者౳）なお，大学院学生は，（1）中の大ܕ
計ࢉ機共同ར用ެื研究の「C௅ઓ的研究」，

（3）および（4）をআき，研究୅ද者となる
ことはできません．˞ए手研究者からのੵ極
的なԠืをܴ׻します．
Ԡื方法：共同ར用)1�（IUUQT���XXX.FSJ.
V�UPkZP.BD.KQ�kZPEPSJZPV�BQQMJDBUJPO@GPSm�）

「様式一ཡ」にܝ載の所定様式にඞ要事߲を
記入のうえ「8FC�申੥γステϜ」から申੥
してください．なお，（1）中の特定共同研究
については参加をر๬する個々の研究者が，
その他の共同研究߲目については研究୅ද者
が申੥してください．特定共同研究への参加
申੥は，研究୅ද者と事前ଧͪ߹わせࡁみの
৔߹でも，8FC申੥γステϜから参加申੥
ॻの提出がඞ要となりますのでご஫ҙくださ
い．
研究ظ間：ྩ࿨8（202�）年4月からྩ࿨9

（202�）年3月まで
ਃ੥ݶظ：ྩ࿨�（2�2�）೥1�݄31೔（ۚ）
ʲݫकʳ
ʲ提出先，໰い߹わせ先ʳ
˟113�0032�東京都จ京۠໻生1�1�1
東京大学地਒研究所�研究支援νーϜ（共同
ར用୲౰）
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ి話：03�5841�1��9
�5�10
FA9：03�5�89�44��
&�mBJM：k�kZPEPSJZP!FSJ.V�UPkZP.BD.KQ

����೥౓࢈૯ݚイϊϕーγϣン
εクーϧਓࡐҭ੒ίーεެื

「イノϕーγϣンਓࡐҭ成コース」は，ത࢜
߸取得者（ืू時取得見ࠐみの方を含Ή）を
対象とした1年間のコースです．ظ間中は࢈
૯研特ผ研究員（ୈ１߸ܖ約৬員，ϙストド
クター）としてޏ用されます．ߴ౓で専門的
な知ࣝと技ೳを活かしつつࣾ会の様々な課題
に௅ઓしてイノϕーγϣンをىこす研究者と
なることを目指して，Ϣニークな講ٛ・演習，
協力ا業での長ظ研修，࢈૯研での最先୺研
究に取り૊んでいただきます．
ืू対象：ത࢜研究員20名程౓
ืूక੾：2�2�೥11݄2�೔1����
໰߹せ先：
業技術૯߹研究所࢈�立研究開発法ਓࠃ
イノϕーγϣンスクール事຿ہ（ืू୲౰）
メール：TDIPPM�TBJZPV�mM!BJTU.HP.KQ
Ԡื関࿈αイト：IUUQT���VOJU.BJTU.HP.KQ�JOOIS�
JOO�T�1%@DPVSTF�JOEFY.IUmM

日本地質学会にدせられ
たީิ者のืू・推નґ
པ౳をごҊ内கします．

各賞ɾ
ॿ੒ڀݚ

����೥౓࡫઒Պֶڀݚॿ੒

主なืू৚݅
ʲ実践研究部門ʳ助成上1݅50：ֹݶ万ԁ
�・生֔学習施ઃ（ത物ؗɺ図ॻؗ౳）に所ଐ

している専門৬員（学ܳ員ɺ࢘ॻ౳）
�・年ྸɺޏ用形態は໰わない

ʲ学術研究部門ʳ助成上1݅150：ֹݶ万ԁ
以下ࡀ35・�
�・大学院生౳（修࢜課程・ത࢜課程）または

೚ظ෇きޏ用のए手研究者
˞ୠしɺ「ւに関܎する研究」は重点テーマ

として支援するため೚ظແしޏ用の方も対
象とする
ਃ੥2�2：ؒظ�೥�݄1�೔から2�2�೥1�݄1�
೔�1����·で
申੥方法：8FCからの申੥となりますɻৄ
細は本会8FCαイトをご֬ೝ下さいɻ
IUUQT���XXX.KTT.PS.KQ�JkVTFJ�TBTBkBXB�
໰い߹わせ先：
ެӹஂࡒ法ਓ日本科学協会　࡫川科学研究助
成܎

T&-：03��229�53�5
&�mBJM：KPTFJ!KTT.PS.KQ
63-：IUUQT���XXX.KTT.PS.KQ

����೥౓
ԉॿڀݚ֎ւஂࡒڵՊֶৼాࢁ

झࢫ：ए手・中ݎ研究者がւ外の大学や研究
機関౳に一定ظ間（1 ヶ月ʙ1年間）଺ࡏし
て基礎ࣗવ科学を主題とする共同研究，ま
た，これまで地ಓに行ってきた研究や，֤分
野におけるطଘの֓೦を変えるようなテーマ
にνャレンδする共同研究を実施するために
ඞ要な経අを助成し，৽しい研究の方向ੑを
見つけた研究者とその研究にڵຯを࣋つւ外
研究機関౳とのࠃ際ަ流を活発化することを
目指します．また，個ਓの研究だけではな
く，グループで行う研究も援助の対象とする
とともに，多様な視点や発૝を取り入れ，研
究活ಈを活ੑ化し，૝૾力を発شする研究者
をੵ極的に支援するため，౰ஂࡒは，ঁੑの
活༂と多様ੑをଚ重します．
ެื課題：202�年̐月以降にւ外の研究機関
౳に଺ࡏして実施する研究計ըをืूしま
す．৹査においては，ࣗવ科学の基礎研究を
主題とする内容であって，ط成の物理学，化
学，生物学（基礎ҩ学を含Ή）の学術体ܥを
変ֵし，৽たな視࠲から学໰ྖ域を੾り୓く
可ೳੑのある学際研究や，৽たにҟ分野に௅
もうとする研究を重視します．また，これま
で地ಓに研究を行ってきた，中小ن模大学౳
に所ଐする研究者のԠืや，グループ研究で
は，大学院生がੵ極的に参加するԠืをܴ׻
します．
˞ただし，申੥は個ਓ・グループで行う௅ઓ
的・ಠ૑的なࣗવ科学の基礎研究を対象とし
ています．ྟচҩ学のϙスドク留学，৽࣏ن
ྍ法の開発研究，また，実用・Ԡ用志向研究
の渡ߤは対象となりませんので留ҙしてくだ
さい．
援助ֹۚ：個ਓA：100万ԁ�݅上ݶ，個ਓ#：
200万ԁ�݅上ݶ，グループ：100万ԁもしく
は200万ԁ�݅上࠾˞　ݶ୒݅数は，個ਓ・グ
ループに関わらͣ10݅程౓（ঁੑ研究者の申
੥2名以上を含Ή）を༧定しています．
Ԡืక੾：2�2�೥1�݄31೔（ۚ）
学会推ન：不要
໰い߹わせ先：ެӹஂࡒ法ਓాࢁ��科学振ڵ
　ஂࡒ
事຿ہ　Ԡื୲౰
˟544�8���　大ࢢࡕ生野۠୥੢1�8�1
ロート੡ༀג式会ࣾ本ࣾ内
&�mBJM：PVCP!ZBmBEB[BJEBO.KQ
ৄしくは，下記を参রしてください
IUUQT���ZBmBEB[BJEBO.KQ�SFRVJSFmFOUT�
HSBOU�CPTZV@kBJHBJ�

���5೥౓
ʮ第��回Ԑڮ৆ʯืू

「ঁੑ科学者に໌るいະདྷをの会」は，「ঁੑ
科学者のおかれている状گがඞͣしも๬まし
くない中で，一৚のޫを౤じ，いくらかでも
൴ঁらをྭまし，ࣗવ科学の発లにݙߩでき
るように支援する」というئいをこめ，1980
年に૑立されました．この૑立のझࢫをܧঝ
し，౰会は，ຖ年，ࣗવ科学の分野でݦஶな
業੷を収めたঁੑ科学者に৆（Ԑڮ৆）をଃ
ఄしています．৆のબ考は，研究のಠ૑ੑの
さ，発૝のϢニークさや，今後さらに大きߴ
くඈ༂できるϙテンγャルのߴさ，研究分野
の発లへのݙߩ౓，ࠃ際ੑ౳の多様な観点を
考ྀして実施します．また，受৆者が日本ࠃ
内のए手研究者や，研究者を目指す࣍世୅の
୲い手のҭ成にݙߩし今後も活༂していただ
けることをڧくظ଴しています．
対象：૑立のझࢫにԊって，多様なࣗવ科学
の分野で༏れた研究業੷を収めているঁੑ科
学者（ただし，下記の推નక੾日で50࠽ະຬ
のਓ）
දজ内容：৆状，෭৆として๙৆ۚ（50万
ԁ），1݅（1名）
Ԡื方法：推નॻは，౰会のϗーϜϖーδ　
IUUQT���TBSVIBTIJTIP.PS.KQ�からμ΢ンロー
ドしたϫードフΝイルに記入した後，1%F
形式でอଘしてください．
ૹ෇先：TBSVIBTIJ.PGGJDF!TBSVIBTIJTIP.KQ�
推નॻ（1%FフΝイル）にはύスϫードを
෇け，ఴ෇ࢿ料の1%FフΝイルと一ॹにૹ
෇してください．推નॻのύスϫードはผૹ
෇してください．
క੾：2�2�೥11݄3�೔（ඞண）
ืू要߲౳は下記)1をご֬ೝください．
IUUQT���TBSVIBTIJTIP.PS.KQ�
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C A L E N DAR
2025.10～

　地球科学分野に関する研究会，学会，ࠃ際
会議，などの開催日，会߹名，開催学会，開
催৔所をごҊ内கします．会員のօ様の情報
をお଴ͪしています．
˒印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協ࢍ．

����೥
■��݄ɹ0DUPCFS
����೥౓日本Րࢁ学会ळقେ会
10月1日（ਫ）ʙ3日（ۚ）
会৔：キッηイจ化ϗール（༧定）（長野ݝ
দ本ࢢਫټ）
IUUQ���XXX.kB[BO�H.TBkVSB.OF.KQ�+�JOEFY.
IUmM

日本౔地ڥ؀学会ެ։γϯϙδ΢Ϝ
ʮଟ֯తࢹ఺͔Β考͑Δ౔地ͷڥ؀Ձ
஋ɾධՁʹؔ͢Δ৽ͨͳࢦඪʯ
10月4日（౔）14�30�1��00
会৔：௥手門大学૯࣋ࣉキャンύス（大ࡕ෎
ҵ໦ࢢ）
IUUQT���XXX.K�MFJ.KQ�

�����/&"�*%,.�4ZNQPTJVN
主催：0&C%�/&A（ϗスト機関：/6M0）
10月�日（Ր）ʙ9日（໦）
会৔：ύγフィコԣ඿
αイトπΞー（10�10）：東京ి力ഇ࿍ࢿ料
ؗ，෱ౡୈ一ࢠݪ力発ి所（༧定）
IUUQT���HFPTPDJFUZ.KQ�PVUMJOF�DPOUFOU0255.
IUmM�10

.BHFMMBO�1MVTϫʔΫγϣοϓɿ-BOE�
UP�4FB�4IBLJOH�4UVEJFT� 	-�4��84


ʢւఈɾބఈଯੵ෺Λ༻͍ͨ地਒ཤྺ
ΔϫʔΫγϣοϓʣؔ͢ʹڀݚ
10月21日（Ր）ʙ 24日（ۚ）
৔所：ࠃ立୆࿷大学（୆࿷・୆๺ࢢ）
ʗ中੢（૯研࢈）研ݪ内໰い߹わせ先：池ࠃ
ྒ（京都大学）
IUUQT���TJUFT.HPPHMF.DPm�WJFX�MBOE2TFB�
XPSkTIPQ�IPmF

ؔ౦ࢧ෦ߨԋ会ҏ༩ݪ৽͞Μͷߨԋ
会
10月2�日（日）14�30ʙ1��00
৔所：日本大学จ理学部百周年記೦ؗ
対象：中ߴ生およびอޢ者（Ҿ཰教員含Ή）
入৔ແ料・要事前申ࠐ
IUUQT���HFPTPDJFUZ.KQ�PVUMJOF�DPOUFOU0201.
IUmM

ୈ��ճԹઘอޢɾ؅ཧݚम会
10月28日（Ր）ʙ29日（ਫ）
৔所：๺とͽあ　つつじϗール（東京都๺۠
Ԧࢠ）
主催：ެӹஂࡒ法ਓ中ԝԹઘ研究所
IUUQ���XXX.POkFO.PS.KQ�TFmJOBS.IUmM

■��݄ɹ/PWFNCFS
࿈߹ʢ*"(3ʣڀݚΰϯυϫφࡍࠃ
����೥૯会ٴͼୈ��ճΰϯυϫφ͔
ΒΞδΞࡍࠃγϯϙδ΢Ϝ
11月2日（日）ʙ�日（໦）
会৔：延世大学৽ଜキャンύス（ؖࠃι΢ル）
2日：参加ొ࿥とΞイスϒレーΧー
3日・4日：γンϙδ΢Ϝ，૯会，൩࢏会
5日・�日：野外౼論会
IUUQ���XXX.HPOEXBOBJOTU .PSH�TZmQP
TJVm�2025�*A(3�*A(3�2025�CJSDVMBST.EPDY

ୈ��ճ日ؖத地ཧ学会ٞ
11月11日（Ր）ʙ14日（ۚ）
会৔：京都テルα（京都ࢢೆ۠東۝৚下఼ా

ொ�0）
参加ొ࿥క੾・発ද要ࢫక੾：9月20日
IUUQT���XXX.EI�KBD.OFU�XQ�1�KkD�

ʢڠʣ5FDIOP�0DFBO�����
11月2�日（໦）ʙ29日（౔）
会৔：ਆࠃށ際లࣔ৔2߸ؗほか（ਆࢢށ中
ԝ۠ߓౡ中ொ��11�1）
IUUQT���UP2025.UFDIOP�PDFBO.DPm�

ʢڠʣୈ��ճθΦϥΠτൃڀݚද会
11月2�日（໦）ʙ28日（ۚ）
会৔：෋ࠃࢁ際会議৔
IUUQT���K[B�POMJOF.PSH�FWFOU

■��݄ɹ%FDFNCFS
地質学࢙࠙࿩会૯会
12月20日（౔）13�30�1��00
৔所：๺とͽあ�803߸室（東京都๺۠Ԧࢠ）
・石渡�໌：ݪߐᚸޔの太ฏ༸ӡಈ（1942）

のޫとӨ
࿨男：௶Ҫ஧ೋほかʬ1954ʭ「日本全ాࠇ・

の重力測定」をಡΉࠃ
໰い߹わせ先：໼ౡಓࢠ�QYJ020�0<BU>OJGUZ.
DPm

����೥
■�݄ɹ.BSDI
มܗɾಁਫػݧࢼઃܭηϛφʔ ����
3月9日（月）ʙ11日（ਫ）
৔所：京都大学　٢ాキャンύス
IUUQT���TJUFT.HPPHMF.DPm�WJFX�EFTJHOTFmJOBS
2025�

ւͱ地ٿͷγϯϙδ΢Ϝ����
3月10日（Ր）ʙ11日（ਫ）
会৔：東京大学໻生キャンύス　໻生講ಊ
発දืूక੾：2025年12月12日（ۚ）
IUUQT���XXX.KBmTUFD.HP.KQ�K�QS�FWFOU�
PDFBO�BOE�FBSUI2025�
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時ݝ内の地学ඪ本はօແに౳しく，౰時の学
ܳ員はࣗ਎で手୳りをしながら調査・研究
し，その中でඪ本の収ूに౒めたとฉいてい
ます．このࠒはઓ後間もないこともあり，ݝ
内の鉱ࢁの中にはまだՔ業中のものが多くあ
りました．また，ݹくから知られていた࢈地
を中心に化石の収ूがੵ極的に行われまし
た．このࠒに収ूされた地学ඪ本が౰ؗのത
物ؗ活ಈの礎をஙいています．
　19�2（ত࿨4�）年に現ࡏの「ௗ取ݝ立ത物
ؗ」が৽ங開ؗするのですが，この前後から
内の地質図෯が整備されたり開発౳によりݝ
৽たな露頭が発見されたりするなど，ݝ内の
地学研究が大きく発లします．これにԠじて
౰ؗでも地学ඪ本収ूが加଎することになり
ました．19��（ত࿨41）年にはௗ取اݝը課
により「10万分の1地質図෯」が作成され，
αンプリングされたݝ内֤地の岩石ඪ本（岩
石νップ）やബ片は現ࡏ౰ؗでอଘをしてお
ります．また19�0年୅後൒にはௗ取ࢢ佐࣏ொ
ୢາಕにおいて林ಓの整備中に後ظ中৽世の
২物化石を多࢈する露頭が発見され，調査・
研究がਐめられました．また1980年୅には東
ഢࡾ܊朝ொ成のࢁ中において前ظ઱৽世の২
物化石を多࢈する露頭が発見され，調査・研
究がਐめられました．౰ؗはこれらの化石の
主要な所ଂ施ઃとなっています．これらの化
石の౰ؗ所ଂ目࿥は౰̝̥ؗ（IUUQT���
XXX.QSFG.UPUUPSJ.MH.KQ�EE.BTQY mFOVJE�
2�534�，ୢາಕ࢈২物化石：ాᬒ・清ਫ
�
�2024
২物化石：清ਫ・໼部࢈朝成ࡾ；2022）
にてެ開しておりますのでごཡください．
　さらに，1990年୅後൒にはௗ取ࠃࢢ෎ொٶ
下から࢈出する前ظ中৽世のઙւੑྨڕ化石
について，౰ؗ所ଂඪ本܈の整理事業および
発۷事業を౰ؗが立ͪ上げて調査・研究をਐ
めました（化石目࿥：ௗ取ݝ立ത物ؗ
�
2000）．ୢາಕとٶ下についてはそれͧれ研
究成Ռがೝめられ，ୢາಕは2002（ฏ成14）
年にௗ取ݝのఱવ記೦物に指定され，ٶ下࢈
のྨڕ化石は201�（ฏ成28）年に日本地質学
会によって「ௗ取ݝの石（化石部門）」に

「中৽世ྨڕ化石܈」としてબ定されました．
近年は޾いなことに，ݝ内および近ྡݝの研

���ௗऔݝͷʮๅଂʯ
　ௗ取ݝ立ത物ؗはௗ取ࢢの象௃「ٱদࢁ」
の࿢に位置しています（ࣸ真1）．ٱদࢁはඪ
ࢁのՖቋ岩によってلࡾୈݹでࢁ2�3�mのߴ
体がつくられており，๺ଆ・ೆଆが断層によ
ってམͪࠐんでいます．ٸफ़な地形がもつ๷
御ੑやࢁ௖からࢢ内を一๬できることから

「日
ͻの

本
もと

にかくれなき名ࢁ」とධされ，「ௗ取
৓」がஙかれたࢁとして知られています．ௗ
取৓はࠃ指定史੻に指定され，日本百名৓と
しても知られています．
　ࣗવ史的にもྺ史的にもڵຯਂい৔所に位
置する౰ؗは，2025（ྩ࿨�）年5月からࣗવ
史，ྺ史，ຽଏ，ඒ術ܳ޻の૯߹ത物ؗとし
て৽しいスタートを੾りました．このとき౰
ؗでは৽しい理೦と໋࢖として「ௗ取ݝの

ʰๅଂʱʙௗ取ݝの過ڈを知り，ともにະདྷ
を考えるത物ؗʙ」をࡦ定しました．౰ؗは
前਎ؗ（ݝ立科学ؗとݝ立ത物科学ؗ）のと
きから�8年もの間ௗ取৓੻にଘࡏしており，
ྺ史を૎ると，ށߐ時୅のௗ取৓内には貴重
なඒ術඼やࢿ料をอ؅するための「御ๅଂ」
というݐ物が実ࡏしていました．この「ๅ
ଂ」を౰ؗの理೦と໋࢖にਾえることでࢿ料
やඪ本をいつまでもอଘしଓけることをද໌
し，現ࡏもݝ内を中心にඪ本やࢿ料を収ू・
อଘしଓけています．

���ௗऔͷ地学ͷڌ఺ͱͯ͠
　౰ؗは194�（ত࿨22）年にௗ取ݝ立ެຽؗ
にઃ置された「科学部」が前਎でした．これ
が฼体となり，現ࡏの「ਔ෩ֳ」（ࣸ真2）に

「ௗ取ݝ立科学ؗ」（1949年），後に「ௗ取ݝ
立科学ത物ؗ」（1954年）が開ؗします．౰

究者やコレクターの方々による地学ඪ本のد
ଃが相࣍͗，これらの整理がٸ຿となってお
ります．

���௨ৗలࣔࣨʮ一ϊଂɹͱͬͱΓͷࣗવ࢙ʯ
　౰ؗの通ৗలࣔ室は「ๅଂ」から࿈૝し，

「一ノଂ　とっとりのࣗવ史」「ೋノଂ　とっ
とりのྺ史とຽଏ」「ࡾノଂ　とっとりのൡ
と৓」とশしています．ࣗવ史の通ৗలࣔ室

「一ノଂ　とっとりのࣗવ史」（ࣸ真3）は約
500ᶷと広くはありませんが，地学（約150
ᶷ），生物（約250ᶷ），活ಈラϘ（約100ᶷ，
後ड़）の3ΤリΞに分けています．
　この内の地学は「ௗ取ݝのおいたͪ」をメ
インテーマに「とっとりの地形・地質ʗௗ取
，のおいたͪ」，「とっとりの岩石・鉱物」ݝ

「とっとりの化石」，「生໋のਐ化」，「ௗ取࠭
ٰ」，「日本ււఈから࢈出したᄡೕྨ化石」

（లࣔ室外）の�コーφーをઃ置しています．
లࣔ室の֓要については౰̝̥ؗ౳でごཡい
ただけますのでׂѪし，ここから，私がおન
めするలࣔඪ本を3点，ݫબしてご঺հしま
す．
ᶃ٢ඌの大ܕਫথ（「とっとりの地形・地質」

コーφーʗࣸ真4）
　ௗ取ݝ中部に位置する東ഢࡾ܊朝ொ٢ඌ
は，ݹくからਫথが࢈出する地域として地元
に知られていました．この地域一ଳにはڿ৽
世から࢝৽世に形成されたՖቋ岩が広がって
おり，この中のϖグマタイトからਫথが࢈出
します．
出はܾして࢈出するਫথは不७物が多く࢈　
多くありませんでした．そのような中，ৄし
い時୅は定かではありませんが，この٢ඌか
ら大ܕのਫথが発見されます．大きさはߴさ
�5�Dm，周囲90�Dm，重さ140�kHで，発見者
の方はࢁ中からӡび出すのにとてもۤ࿑をし
たようです．໌࣏時୅初頭，一౓は地域外の
方の手に渡りますが，٢ඌの地元の方によっ
てങい໭されます．し͹らくは地元でอ؅さ
れていたのですが，౰ؗが開ؗする19�2（ত
࿨4�）年から現ࡏまで౰ؗでआ用してలࣔさ
せていただいております．
　「ଓ・ࡾ朝ொࢽ」（ࡾ朝ொฤ，19�8）による
と，この大ਫথは「日本ࠃ内でࡾ൪目の大き
さ」と記されています．現ࡏはどうなのでし
ΐうか，情報をお࣋ͪの方がいらっしΌれ͹
ご教ࣔいただけると޾いです．
ᶄ「ௗ取ٰ࠭の地層ണ͗取りඪ本」（「ௗ取࠭

ٰ」コーφーʗࣸ真5）
　ௗ取ٰ࠭はݴわͣと知れたௗ取ݝを୅දす
る観ޫ地で，ࠃのఱવ記೦物とࠃ立ެԂの特
ผอޢ地۠にも指定されており，またࢁӄւ
δΦύークのδΦスϙットの一つでもあり؛
ます．さらには，日本地質学会によって「ௗ
取ݝの石（岩石部門）」に「ௗ取ٰ࠭ଯੵ物」
としてબ定されています．
　ௗ取ٰ࠭は，ௗ取ݝ東部を流れる千୅川に

ௗऔݝͷաڈΛ஌Γɼͱ΋ʹະདྷΛ͍ͯ͑͘ߟത෺ؗ
学芸員　田邉佳紀

博物館・ジオパークで地球を学ぼう！（44）
鳥取県立博物館

ௗऔཱݝത෺ؗ
〒680-0011　鳥取県鳥取市東町2丁目124
https://www.pref.tottori.lg.jp/museum/

JOGP

写真2　ਔ෩ֳ

写真1　ௗऔཱݝത෺ؗͱٱদࢁ
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ത෺ؗɾδΦύʔΫͰ஍ٿΛֶ΅͏ʂ

写真�　໺֎࡯؍ձʮԽੴΛ͕ͤ͞ʂʯの様子 写真�　׆ಈϥϘ

は全て๺ւಓから発見されたものです．๺ւ
ಓ࢈以外では།一のࠃ内࢈ケφΨマンϞスඪ
本ではありますが，このඪ本はԹઘ௡周ลに
生ଉしていたものではなく，大཮Ԋ؛部から
ඬ着したものと考えられています．
　౰ؗではこのほかに日本ււఈ࢈のηイ΢
ν�0EPCFOVT�SPTmBSVTの頭ࠎ化石やφ΢マ
ンκ΢�1BMBFPMPYPEPO�OBVmBOOJのࣃէ化石
などもలࣔしております．

���ʮڭҭීٴʯ͔Βʮ学शࢧԉʯʹ
　౰ؗの講࠲や講演会，ϫークγϣップ౳を
以前は「教ҭී及」とশしていましたが，ར
用者様の学習や活ಈを支援するというҙຯを
めて2022（ྩ࿨4）年から「学習支援」にࠐ
վめました．ത物ؗへの多様化するニーζに
対Ԡし，ར用者様が౰ؗをೳಈ的にごར用い
ただくことを方਑としています．
　地学୲౰では，岩石・鉱物・化石のू࠾会

（ࣸ真�）を中心に学習支援活ಈをల開してい
ます．ඪ本を「ू࠾する」「ѻう・੡作する」
ことを基本テーマとし，野外でू࠾，ࠝแし
て԰内に࣋ͪࠐみ，クリーニングやิڧ，ࣸ
真ࡱӨ，計測，スケッν，同定，レプリΧ੡
作など，研究やത物ؗの一࿈の活ಈを体験し
ていただけるようにاը・ӡӦをしていま
す．また，ごґཔにԠじて岩石・鉱物学やଯ
ੵ学の実験ܥϫークγϣップも実施していま
す．
　౰ؗࣗવ史୲౰Ξ΢トリーνの特චす΂き
点は，地元の学会やஂ体と協力し「ʓʓ部」
という活ಈをల開している点です．「Ϙラン
ティΞ」と「外དྷ研究員」のϋイϒリッドを
૝૾していただけれ͹と思います．地学୲౰

よってӡൖされたଯੵ物が๺੢からのقઅ෩
によってւ඿からӡൖされてଯੵすることで
発ୡしたٰ࠭地形です．後ߋظ৽世ࠒから発
ୡを࢝め，ௗ取ٰ࠭の地層は下位からٰ࠭ݹ
層，Րࢁփ層，クロζφ層，৽ٰ࠭層に分け
られています．
　ௗ取ٰ࠭には近年までこの地層を観察でき
る露頭がありました．ௗ取ࢢ内には਎近に地
層を観察できる露頭が少なく，そうݴったҙ
ຯでも貴重な露頭でした．౰ؗではこの露頭
からണ͗取りඪ本を੡作しలࣔしています
が，現ࡏ，この露頭は২生に෴われてしまい
観察がࠔ೉となってしまいました．このた
め，౰ؗのണ͗取りඪ本はௗ取ٰ࠭の地層を
観察できる数少ないࢿ料となっていくことで
しΐう．ͪなみに，ௗ取ݝ立ࢁӄւ؛δΦύ
ークւと大地のࣗવؗ（岩ඒ܊岩ඒொӜ෋຀
୩1�94�4）にも同様のඪ本がలࣔしてありま
す．
ᶅ日本ււఈ࢈のケφΨマンϞスӓࣃ化石
（「日本ււఈから࢈出したᄡೕྨ化石」コ
ーφーʗࣸ真�）

　本ඪ本は，1984（ত࿨59）年にౡࠜݝԹઘ
௡ ԭ 約30�km（/35 2˃0ʟʙ30ʟ，&131 5˃0ʟ
ʙ132 0˃0ʟ），ਫਂ200�m෇近でマπόΨニఈ
Ҿ໢ړધによってू࠾され，౰ؗにごدଃい
ただきました．通শ沢ాඪ本またはௗത（ௗ
取ݝത，ௗ取ݝ立ത物ؗ）3߸ඪ本ともݺ͹
れ，ケφΨマンϞス�MBmmVUIVT�QSJmJHFOJVT
のࠨ下ֺのୈࡾ大ӓࣃであること，また์ࣹ
ੑ୸素同位体による年୅測定から23
�80ʶ
880�Z.#.1であることが໌らかとなりました．
　日本ࠃ内ではケφΨマンϞスのӓࣃ化石14
ඪ本が֬ೝされており，本ඪ本をআく13ඪ本

は「化石部」，ࠛ஬୲౰は「ᦚ部」，ಈ物୲౰
は「解๤部（ϗω部）」とশし，その学会や
ஂ体の会員様にݶりますが，ത物ؗをごࣗ਎
の活ಈの৔として༗ޮ活用していただいてい
ます．
　ྫえ͹「化石部」をご঺հいたします．化
石部は「ௗ取地学会」の内部૊৫で，会員の
中で化石にڵຯを࣋つ༗志によって構成され
ています．部員はごՈ଒が中心で，化石に৮
れるのは初めてという方から研究者，コレク
ターの方まで様々な方が活ಈしてくださって
います．基本的には部員のօさんと一ॹに化
石（ときには鉱物も）ू࠾に出ֻけることを
主としているのですが，ඪ本整理やΞ΢トリ
ーν事業などのത物ؗ活ಈにご協力いただく
こともあります．
　本年5月には通ৗలࣔ室内に「活ಈラϘ」を
ઃ置しました（ࣸ真8）．これは「ʓʓ部」の
部員のօさんをはじめ，その学会やஂ体の会
員様が活ಈするスϖースです．同時に，この
活ಈがདྷؗ者様の目に৮れることでདྷؗ者様
のڵຯ関心をҾくだけでなく，会員様とདྷؗ
者様との間で৽たなަ流が生まれるなどをظ
଴しています．以前はこのようなスϖースは
ແく，研究室の片۱で作業していただくなど
օさんにご不ศをおֻけしていました．まだ
発ల్上ではありますが，研究機ࡐやൺֱඪ
本をଗえ，օさんがੵ極的に活ಈできるスϖ
ースとなるよう体੍を整えているところです．

���౰ؗͷະདྷ͸ʁ
　おかげさまで౰ؗは前਎ؗから数えて�8年
目をܴえました．地学のొ࿥ඪ本は1万点を
௒えましたが，それを௒える数ྔのະ整理ඪ
本が収ଂݿにまだまだ຾っています．私は収
ଂݿに入る౓にੵみ上げられたコンテφを目
にしてᚶᏹをىこすのですが，最近はその不
҆は小さくなってきました．それは上ड़のよ
うな活ಈによって౰ؗの周囲を取り囲Ήਓが
૿えたこと，そしてともに౰ؗのことを考え
てくださる方も૿えてきたことが要Ҽだと思
います．
でごく一部しか঺հすることがで܎面関ࢴ　
きませんでしたが，ௗ取ݝのࣗવ史，ྺ史・
ຽଏ，ඒ術ܳ޻のす΂てが詰まった౰ؗに，
օ様もͥͻ༡びにいらしてください．

写真3　௨ৗలࣔࣨʮҰϊ૔�ͱͬͱΓのࣗવ࢙ʯ 写真�　吉ඌの大ܕਫথ 写真�　ௗऔٰ࠭の地૚ണ
͗औΓඪຊ

写真�　έφΨϚンϞεの
Լֺୈࡾ大ӓࣃ
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　2025年�月19日（໦）から23日（月）にか
けての5日間，ถࠃΧリフΥルニΞभローφ
ートύークにおいて，ୈ15回目のࠃ際Τクロ
δャイト会議（*&C�15）が開催された（図１�
B）．開催地は初のΞメリΧとなり，ΞメリΧ
地質学会（(4A）主催による「ϖンローζ
会 議 」 方 式 で，“&DMPHJUFT� JO�4QBDF�BOE�
TJmF� r�#SJEHJOH� UIF�MJDSP� UP�1MBOFUBSZ�
4DBMFT”をスローΨンとして開催された．本
会議には，Τクロδャイトを主題としつつも
ྖ域ԣ断的に多様な専門ੑを༗する研究者約
100ਓが参加し，5日間にわたり，౰֘分野に
関するू中的な議論が朝から൩まで行われ
た．会ظ中には2日間にわたる現地८ݕが実
施された（図1�C
F
G
H
I）．日本からは，௰৿
थ教त（東๺大学；*&C調整ҕ員�科学ҕ員・
今回の८ݕҊ内者でもある）とஶ者ら（஛

林・෱ౡ）の̏名が参加した．
දηογϣϯൃڀݚ
　基調講演・研究発දは�つのηッγϣンに
分けられ，1日2ηッγϣンͣつ，ޱ頭発දお
よび2分間のフラッγϡトークを含Ήϙスタ
ー発දが行われた．ηッγϣン名は，（1）ミ
クロʙマクロスケールで見るΤクロδャイ
ト，（2）フランγスΧンଳおよび環太ฏ༸地
域のߴѹ・௒ߴѹ変成岩研究，（3）地質Թ౓
ѹ力計と年୅測定法，（4）௜みࠐみଳにおけ
る流体・マグマ・物質॥環，（5）Τクロδャ
イトからಡみ解く変形と地਒プロηス，そし
て（�）δΦμイφミクスにおけるΤクロδ
ャイトの໾ׂである．いͣれの発දも，ࠃ際
的に重要な共通課題を対象とし，かつ࢐৽な
ΞイデΞに෋んでおり，全参加者のڧい関心
をىשした．日本からの発දは，ޱ頭発ද1

ࠂձใڀݚձɾڠֶ

第 15回国際エクロジャイト会議・ペンローズ会議報告

݅とϙスター発ද（フラッγϡトーク༗り）
4݅であった．ޱ頭発දでは，෱ౡがΦンフ
Νス輝石中に発ୡする微細૊৫とその数஋γ
ミϡレーγϣンについて発දした．ϙスター
発දでは，෱ౡがޱ頭発දとはҟなるテーマ
で1݅，஛林が1݅，௰৿教तが2݅の発දを
行った（図1�D
E）．
άϧʔϓ౼࿦会
　本ϖンローζ会議γステϜの特௃は，参加
者を少ਓ数のෳ数グループに分け，Τクロδ
ャイトに関するࠃ際的共通課題の解ܾに向け
たू中的な౼論を実施する点にある．本会議
では，ए手からϕテランまでの参加者がۉ౳
に഑置されるよう഑ྀのうえ，世ք֤ࠃの研
究者をAから+までの10グループに振り分けた

（௰৿教तはグループ+のリーμーを຿めた）．
֤グループは50分間の議論時間をઃけられた
後，約�0分間の全体౼論が行われた．議論さ
れた課題は13߲目に及び，内容は多ذにわた
った（DG.�*&C2025�1FOSPTF�2025�BCTUSBDU）．
　参加者はそれͧれの研究視点からੵ極的に
発ݴし，ҙ見はグループ内で一つのจॻにू
約された後，૯߹౼論において発ද・議論さ
れた．こうした過程を通じて，৽たなকདྷ研
究の課題やల๬が見出され，最終日には「৽
たなࠃ際共同研究への計ը」の時間がઃけら
れ，ࠃ際協力によるΤクロδャイト研究の৽
たな出発点を共༗することができた．このグ
ループ౼論は，কདྷのΤクロδャイト研究の

஛ྛ஌大（山形大学地域教育文化学部 / ふじのくに地球環境史ミュージアム）
෱ౡ　ྒ（海洋研究開発機構 高知コア研究所）

図1　�ୈ1�ճࡍࠃΤΫϩδϟΠτձٞ・ϖンϩーζձٞ 2�2�ʹ͓͚Δ֤छه࿥写真．（B）ձٞࢀ加ऀʹΑΔશମू߹写真（写真ఏ4)：ڙ"），（C）
८ݕのू߹写真（-BXTPOJUF൝），（D）メΠンձ৔でのൃදηογϣンの様子，（E）೔ຊのൃදऀで左から෱ౡ，஛ྛ，⁋森ڭत．（F）δΣ
φーʹ͓͚Δ८ݕの様子（௰森ڭत͕આ໌த），（G）ΤΫϩδϟΠτ（࢈地：ςΟϒϩン൒ౡ），（H）ϚϦン・ϔουϥンζʹ͓͚Δ໺֎؍
．࡯؍のؠの様子，（I）ϊーεγΣϧϏーνʹ͓͚Δ୯ًࣼੴΛؚΉ͘͟Ζੴ֯ર࡯
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会報告ڀݚ・会ڠֶ

可ೳੑを੾り୓く極めて重要な時間となっ
た．
໺֎८ݕ
　*&Cでは，開催地෇近に࢈するΤクロδャイ
トや関࿈する地層を観察する野外८ݕの実施が
となっている．*&C�2025では，参加者がೋྫ߃
൝に分けられ，ೋつのフランγスΧンଳ८ݕコ
ースをަޓに८った．֤൝は「-BXTPOJUF」，

「(BSOFU」と໋名され，-BXTPOJUF൝のリーμー
は௰৿教तが຿めた．なお，本८ݕはอ۠ޢ域
内での実施であったため，ϋンマーの࢖用はې
．されていたࢭ
ϚϦϯɾϔουϥϯζ͓ΑͼςΟϒϩϯ൒ౡ
८ݕ
　このコースでは，ΰールデンήート・φγ
ϣφルレクリΤーγϣンΤリΞ（マリン・ϔ
ッドランζ）からティϒロン൒ౡにかけて८
が行われた．最初に๚れたΰールデンήーݕ
トల๬୆では，ປ状ݰ෢岩とνャートからな
る教科ॻ的なւ༸プレート層ংの最上部の露
頭が広がっており，参加者はその構造的特௃
をৄ細に観察した（図1�H）．ティϒロン൒ౡ
のリング・マ΢ンテンでは，ローιン石のࣗ
形結থ，Τクロδャイト，͟くろ石角ર岩，
͟くろ石੨৭片岩，ऄ໲岩，変成グレイϫッ
ケなど，フランγスΧンଳのߴѹ変成岩ྨを
間近で観察することができた．その中でもテ
ィϒロン൒ౡ࢈のʞCJmJOFSBMJDʟなΤクロδ
ャイトには，ࣗ形の͟くろ石結থがྑ޷にอ
ଘされており，参加者のڧい関心をूめてい
た（図1�G）．す΂ての露頭はαンフランγス
コ近߫に位置し，౰֘地域にయܕ的なऑ変成
෇加体構成岩石（ປ状༹岩とνャート）やߴ
ѹ変成岩ྨ（ローιン石੨৭片岩・Τクロδ
ャイト・͟くろ石੨৭片岩・͟くろ石྘れん
石角ર岩など）を直接観察することができ，
参加者にとって貴重な८ݕとなった．
ιϊϚ܊ւ؛ɿδΣφʔ͔ΒϊʔεγΣϧϏ

ʔνͰͷ८ݕ
　δΣφーは，フランγスΧンଳの੨৭片岩
を൐うΤクロδャイトを見学する者にとって
もっともັ力的な地域の一つである．このコ
ースでは最初に，ロγΞン川の終着点に分෍
する͟くろ石੨৭片岩を൐うΤクロδャイト
のڊ᛽を観察した．これらの岩石には，໌ྎ
なフΥリΤーγϣン（変形構造）をもつ੨৭
片岩のなかに，մ状のあるいは層状のΤクロ
δャイトが֬ೝできた．約3�mm大の͟くろ
石ൗ状変থを含Ήほか，1�Dmを௒えるૈཻ
な͟くろ石もଘࡏしていた．見学者の中には
本地域のΤクロδャイトの年୅測定をした学
生もおり，現地では活発な議論がަわされ
た．こうした対話から得られた知見やܹࢗは
きわめて貴重であり，参加者にとってඇৗに
．的な体験となったܹࢗ
　δΣφーւ؛の後，参加者はόスでҠಈ
し，ΰートロックのւ؛でன৯をとり，ͻす
い輝石＋石ӳを含Ή変成グレイϫッケとऄ໲
岩露頭を観察した．その後，࠶びόスで少し
Ҡಈした後，ノースγΣルビーν地域のւ৯
୆を歩きながら，Τクロδャイトとऄ໲岩化
したかんらん岩を観察した後，ւ؛Ԋいを歩
きながらコώーレント層の変成۵ࡅ岩，୯斜
輝石を含ΉߴԹの͟くろ石角ર岩などの観察
を行った．この時ظのւ৯୆の૲ݪは野૲の
Ֆ々のຬ開と重なっていたため，৭とりどり
のՖാの中にࠛ஬やௗྨの生ଉが広がり，ඒ
しいࣗવのܠ৭が広がっていた．ւ؛ではこ
れまで୭も見つけていなかった೾にચわれた
見事なΤクロδャイトస石も見つかり，す΂
ての参加者にとって思い出ਂい८ݕとなっ
た．プレート௜みࠐみμイφミクスの૖大さ
と，そのԸܙとして形成された๺ΧリフΥル
ニΞのಈ২物の豊かな環境（生物多様ੑ）を
体感しながら学ぶコースであった．

࣍ͷࡍࠃΤΫϩδϟΠτ会ٞͷ։࠵৔ॴ
　ด会式では，ୈ1�回（202�年）のΤクロδ
ャイトࠃ際会議の開催ࠃがスϖインにܾ定し
たことが発දされた．スϖイン୅දからは，
Τクロδャイト८ݕ৔所とࠃ際発ද会৔およ
びスϖイン఻౷จ化が঺հされた．ௌऺは大
いに੝り上がり，੝大なഥ手がىこった．
͓ΘΓʹ
　本会議の開催により，まさにスローΨンの
通り，Τクロδャイトはߴѹ・௒ߴѹ変成岩
研究のみならͣ，他分野との༥߹を通じて，
その惑星ن模での物質科学的証ڌとしての位
置づけが完全に֬立された．ϖンローζ会議
形式で開催された*&C�2025は，ࠃ際共同研
究の୺ॹをஙく৔としてもඇৗに༗ޮな環境
を提供していた．今回の*&C�1FOSPTF�2025
は，ए手研究者のҭ成および学術的発లにお
いて重要な໾ׂをՌたすであろう．こうした
学術的ҙٛに加え，私たͪए手にとっては，
日本ਓ研究者がϖンローζ会議のӡӦに参ը
し（下記囲み記事参র），ւ外८ݕで外ࠃਓ
研究者をҊ内したことが大きなྭみとなっ
た．ࠃ際会議をಈかす日本ਓ研究者の࢟を間
近で目にした経験は，日本がࠃ際的な地球科
学研究分野でリーμーとして活༂できるとい
う༐ؾとࣗ৴，そしてকདྷへのر๬を私たͪ
に与えてくれた．さらに，ϖンローζ会議終
了後の(4Aެ式4/4では，日本ਓࡾ名の活ಈ
が଎報およびୈೋ報のදࢴにܝ載され，さら
に෱ౡの感૝จも঺հされた（図２）．これ
は私たͪにとってこの上ないتびであり，ক
དྷのࠃ際ݙߩを志して学術的研ᮎを重Ͷるܾ
ҙを一層ݻめるܖ機となった．私たͪは，こ
の貴重な経験を礎に，志をߴくܝげ，世քに
Ӌ͹たくࠃ際的な地球科学研究者へと成長し
ていきたい．

　今回の*&Cでは，*&C調整ҕ員会および
科学ҕ員としての関与に加え，ϖンロー
ζ会議としての開催に向けたىҊॻの作
成や推નॻの取りまとめといった準備ஈ
֊から，クリス・マーティンιンത࢜ら
-0Cとともにཪ方を୲った．८ݕҊ内者
を೚されてからは，コースઃ計に加え，
行程؅理の最終点ݕのためにࡾ౓渡ถし，
分ࠁみの行程දやトイレܜٳ，ன৯の手
഑などを֬ೝした．౰初༧定していた50
ਓ৐り大ܕόスは，法཯上行き先のಓ࿏
࿬にఀंできないため，25ਓ৐り2୆への
変ߋを༨ّなくされたが，最終的には大
きなトラϒルもなく，参加者が८ݕをָ
しみ，ޓいのަ流をਂめられたことをخ
しく思っている．（௰৿�थ：東๺大学）

����೥ͷϖϯϩʔζ会ٞͷ΢ΣϒαΠτ
IUUQT���XXX.HFPTPDJFUZ.PSH�(4A�(4A�
1FOSPTF�DVSSFOU.BTQY　（2025年8月5日Ӿཡ）
IUUQT���XXX.GBDFCPPk.DPm�(4A.1888�（2025
年8月5日Ӿཡ）

図2　�(4"ʹΑΔϖンϩーζձٞ଎ใ͓Αͼୈೋใのද4)）ࢴ" 2�2�
 FBDFCPPL）ʀ（B）଎ใ
දࢴʹ෱ౡͱ஛ྛ͕写Δ．（C）ୈೋใදࢴʹ௰森ڭतͱ஛ྛ͕写Γ，ͦのຊฤʹ෱ౡの
．れͨ͞ࡌܝ૝จ͕ײ
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報告

ਗ਼੅ϑΟーϧυΩャンϓɹ࣮ࢪ報告

　2025年8月25日から29日にかけて，京都大学大学院理学研究
科地球惑星科学専攻地質学鉱物学の先生方の御協力・御支援の
もと，関東支部は清澄フィールドキャンプ（地質調査の演習；
以下，清澄FCと略記）を共同実施した（参加者２名，内訳：
学生会員１名＋会員１名；現地指導者，関東支部幹事の方違，
加藤）．
　清澄FCの参加者には，実施約１ヶ月前から，地質学および
地質図学演習の課題を与えて，調査の準備をしてもらった．初
日の8月25日，参加者は，京大生が東京大学千葉演習林清澄宿
舎に到着する前に，歩測や走向・傾斜の計測を練習した．２日
目以降は，京大生とともに．日中は七里川およびその支流で野
外調査を，夜はルートマップとフィールドノートへの墨入れ・
柱状図の作成をしてもらった．参加者は完成するまで寝られな
い．近くにコンビニのない宿舎でほぼ缶詰状態になっていたが，
参加者にとって貴重な体験になったと思う．５日目の朝，参加
者の１名が発熱の症状が出たため，大事を取って終了し，所定
の内容を大体修了していることから参加者には一日早く関東支
部発行の修了証を手渡し，清澄FCを終了させた．なおこれま
でに清澄FCで修了された方は34名となった．
　清澄FCは，地質図学演習という科目を受けることができな
い，あるいは，地質図学演習に基づく地質調査が実践できなか
った学生さんに，その機会を与えるものであり，地質学の「真
髄」を知る極めて重要な事業の１つと考える．
　開催にあたり，京都大学の佐藤活志先生，生形貴男先生，成
瀬元先生から多大なるご支援を賜った．京大生全員の作業が終
了しても清澄FC参加者のために夜遅くまでみていただいた．
TAの豊留一輝氏・菊池凌太氏には，調査や室内作業中にお世
話になった．東京大学千葉演習林の方々には，宿泊に際しお世
話になった．以上の方々に厚く御礼申し上げる.

（関東支部幹事長　加藤　潔）

参加者の感想
　今回，私は野外調査の経験が乏しいことから，地質調査の基
本的な技術や観察の方法，いわゆる“野外調査のいろは”を学
ぶことを目的として清澄フィールドキャンプに参加した．私の
専門は実験岩石力学であり，岩石の変形・摩擦に関わるミクロ
な物理化学現象を主な対象としてきた．しかしながら，テクト
ニクスを理解するためには，これらの短時間・小スケールの知
見だけでは不十分であり，数百万年にわたる地質史，数 km か

ら少なくとも数10 kmに及ぶ地質構造といったマクロな時間・
空間スケールからの視点が不可欠である．今回の実習では，実
際の露頭観察やルートマッピング，断層や岩相の記載といった
地質学の基礎技術を体験的に学び，室内実験研究と野外観察を
つなげる視点を養うことを目指した．
　実習では，七里川および池の沢を中心に調査を行い，露頭で
の柱状図作成や構造観察を繰り返した．特に印象的であったの
は，断層の走向・傾斜・レイク角の測定である．これまでの室
内実験では，断層を模擬した試料における力学データや微細構
造を議論の中心としてきた．一方，フィールドでは断層面のス
リッケンラインを直接観察し，クリノメーターを用いて走向・
傾斜・レイク角を測定することで，その延長方向や周囲の地層
の変形様式を推定することができた．この作業を通じて，室内
実験で得られる岩石変形の振る舞いが，マクロな断層幾何やテ
クトニクスにどのようにつながり得るかを体感することができ
た．
　また，ルートマップの作成も大きな学びとなった．露頭ごと
の観察は断片的であるが，地図上に位置情報を整理し，岩相や
断層を記載していくことで，地域全体の地質構造が立体的に解
釈することができる．室内実験では得られない空間スケールの
広がりを実感でき，個々の露頭観察がテクトニクス全体の理解
へと結びつく過程を経験したことは，大きな収穫となった．
　最後に，実習でご指導いただいた地質学会関東支部の清澄フ
ィールドキャンプ現地講師の方々，京都大学理学部地球惑星科
学専攻地質鉱物学教室の先生方，並びに TA の方々に厚く御
礼申し上げる．また，東京大学千葉演習林の方々には素晴らし
い学習環境を提供していただいた．さらに，他の実習参加者を
含め多くの方々に助けられ，実りの多いフィールドキャンプと
なった．ここに記して感謝申し上げる．

（東邦大学大学院M1　大森涼生）

写真3：�清澄FCのメンバー（左から吉村成公氏，方違重治幹事，大
森涼生氏，加藤　潔幹事）

（左から）
写真1：地質調査の
様子．写真2：清澄
宿舎での墨入れ・柱
状図作成
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